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平成5年度

「草地飼料作関係問題別研究会」開催要領
草地拭訊

I . 課題名 ： 「土地利用型畜産経常における持続的農業システムの方向」

II. 趣 旨 ： 「新しい食料.J此業・農村政策の方向」を具休化するために， その畜産版として「畜危

おける望ましい経常体の展望」が検討されている 。 これによれば， 10年後の咽ましい即

体として，例えば陥此経常ては，「 2-3人の家族労働力，年間2,000時間の労働If:鴇律

産牛40頭（都府県）， 80頭（北海道）を飼育し， 2 -2 . 5億円の生淵所得をあげるイ,~1,;11経乳を

展望している 。 また， そのために，「効率的な生産）j式や技術・装備の採Jljによる省腫．

を図ることが必災てあり，フリーストール， ミルキングパーラー， Fl ;J1給餌機などを導A

した飼菱管理方式7戸の技術構造を前提としている 。

しかし，この経常が持続的な生産システムとして実現されるためには， この経＇岱；を支 i.

る技術構造について屯に経済性にとどまらず，費源笠岬• 生活環境・地域環燒にりiる地

評等様々な祝点から検討し，その間題点を明らかにするとともに，技術的対応策を検，;,tt

る必要がある 。

そこて‘ヽ，本研究会においては， ます酪牒経常について，飼料の生産（確保），家畜IJ)絹

管理技術に焦点をあて，想定される経常が持続可能なものてあるために必災な条j'jを111:,

かにする。

III. 開催時期及び開催地 ：

1) 開催時期平成 5年 9月9II (木） 13: 10-9月10「I(金） 12 : 30 

2) 開催地草地試験場会議宇（グリ ー ングラスホール）

IV. 検討事項 ：

第 1日目 (9月 9日）

挨拶

1 . 新政策のねらいと「畜産における望ましい経営体の展望」について

長谷部 勇(f,涌げ間畜産総合対策宅）

濃政審議会て検討された「展望」の内容及びその前提とした技術条件について紹介する）

2. 持続可能な農業システムとは何か 西尾道徳（草地試験場） 14: 10-14 :51 

（持続的なシステムとして成立するために考應しなければならない祝点について，総論的に賂罪する）

（休憩 14: 50-15: 10) 

3. 想定される経営を支える技術の現状と問題点

（想定される経営が持続的な生産システムとして実現されるために必災な技術的対応策を， DnlW揺

家畜の飼捉管理に焦点をあて検討する 。）

(1)飼料の生産（確保）を巡る技術
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①高位生産の可能性と問題点 萩野耕司（中国農業試験場）

②土壌及び地域の蓑分投入容砧 袴田共之（農業環境技術研究所）

第 2日目 (9月10日）

(2) 家畜の飼接管理を巡る技術 野附厳（東京農工大学）

(3) 作業支援体制の現状と問題点 大橋史郎（畜産間日給飼料課）
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（休憩 10: 10-10: 30) 

総合討議 司会：草地計画部長，飼料生産利用部長，放牧利川部長 10:30-tz:JO 

V. 参集範囲 ：畜産局，農林水産技術会議事務局，家畜改良センター，地方牒政局，農水省,~係試験~r:
究機関，都道府県関係試験研究機関及び行政部）吋，大学，民間等



戸（本文2頁~13頁） l 

• i紐イリゲーション（スプリンクラーの一種）による潅水

イグラス「アキアオバ（友系19号）」
'!1J7ンぅ

挺 種「フタハル」の春の状況

ピボットイリゲーションによって潅水されたほ場

系統適応性検定試験、

ソルガム耐倒伏性品種
「風立」と台風で倒伏し
た市販品種

イタリアンライグラスとアルファルファ（沖縄県畜試）



＇ 特集（本文2頁~13頁） 」

家畜改良センター長野牧場における

牧草種子の収穫

北海道上川管内におけ

るアカクローバ・ハミドリ

の原種圃場調査

苫ー芍~~-:t:~ 息. ,,,.._ . 'P.~-·~;,,、:、心-,~
lif-l~ 全~J :、・,·:....:;~·.,·~、 ,1
~ 鋲r~ 、全i
ぐ. • . . . I~ 

米国オレゴン州におけるライグラスの収穫

イタリアンライグラス「ワセアオバ」

の種子生産圃場。ウインドロウの

状態で乾燥される。（アメリカオレ

ゴン州）

雪印種苗千葉研究農場における暖地型牧草選抜試験



F所だより（本文24頁~25頁）l 

ハイテク時代の情報発信拠点

宮城県畜産試験場

高級牛肉「仙台牛」
生産のための種雄牛
産肉能力検定の枝肉

•. —． 釘' .,  置虻
·-・~.,,-,,,~蒼.....,.. . 
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宮城県内で生産された
基幹種雄牛「茂糸波」



＇ 地域の動き（本文36頁~38頁） l -.--~-,-

r畜産ステップアップ運働」

新潟ff]
畜産ステッファッフ運動

．拿;@--;:_@.地と~の鈴 .~i::.-)ぁる生産環境、

Ii~~,;; ュ';.".~!,!~• 、
:： :::;:; 出-==-~~.::-.:.-::::.::::・:::::::.::-:=::-.: 出::.::-.:::-.::::.::
: ;~::.:::::·::-.::::. -~:·:.":::'ぷ：：::!!'.:: ば;;:::・::::.;:::"" マ..~. 麟ー..

推進ポスター

地域協議会推進運動
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＇へ心ぷ ゞヽゞぷ心ぶ心ぷ心ふ心

我が国畜産の正念場
信國卓史
(NOBUKUNI Takafumi) 
農林水産省畜産局畜産経営課長

最近の畜産を巡る諸問題は，つまる所牛肉の自由化に起因していると考えるのが一般

翫ある。しかし牛肉の輸入増大と軌を一 にして，豚肉，鶏肉の輸入も増大していると

ころを見ると，単に自由化されたこと，或いは自由化により輸入量が増大したこと以外に

重大な問題があるようてある 。 それは輸入の構造が変ったとても言うべきてあろうか。

従来国産を主とし，輸入はその補完と考えられていたものが，輸入の定着に加え，折か

らの円高もあって，輸入を主体と考える流通が確実に増加しているのてはと想像される 。

流通を支配する原理が定時，定盤，定質フ ラ゚ス低価格とするなら，世界的モノ余りと

いう状況下ては，輸入品は国産品に比べて圧倒的にこの原理とかなっている。世界の食

腐貿易の中て‘ヽ，輸入の急増に対して最も無防備，無制限，無抵抗なのは日本て‘‘ある。こ

のままては，先ず輸入品て‘‘対応出来る需要については輸入し，輸入品て‘‘賄えない高品質

耀要についてのみ国産品を期待するという需給構図になる恐れがある 。少くとも商業

資本の発想はそうなっている。

このような構図の下ては，国産品が全体として長期間嵩値が続く事態は期待出来ず，

生産は縮少均衡に向う恐れがあり， それに連れて飼料等の生産資材産業，食肉センター

等の流通加工業等が非効率化し益々輸入品との競争条件が悪化し，遂には相当の空洞化

が起る恐れが考えられる。

かかる空洞化を回避し，最小に留めるには，非常に逆説めくが，国産主・輸入従から

彫入主・国産従への移行期てある今，前者の需要構造を如何に多くつなぎとめられるか

にかかっている。一度安定した生産，加工，流通システムは， その後に少々の変化が生

じたとしても永続するだろうという意味からてある。

そのためのアプローチには種々のものが考えられようが，箪者は地域インテグレーシ

ョンをイメージしている 。食肉センタ ーごとの季節別需給計画と安定操業， それに応じ

た農家群の育成確保と計画生産並びに技術，金融等の支援体制等々てある。最早，全国

を一律にした抽象の世界から，個々の地域，経営体，農家を見据えた具体的アプローチ

晴 tこれる段階に来ているのてはないか。なお， その際，農系か商系かといった出自を

問はない方がスムーズに行くのてはないかとも考えている。

ヽゞゞゞ.--.・—:::::.·: ―: わ...・." ," .・.": .-.・.-.. : .-. ゜.·_.、·-: -.· -.· -.-....~ゞゞぶゞゞ~~
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特集―i
飼料作物0)

我が国の飼料作物種子の現状
小林英典(HidenoriKobayashi) 畜産局自給飼料課

l 飼料作物種子の需給と海外
契約採種

飼料作物の作付面積は，大家畜畜産の発展

とともに増加し，昭和40年には約51万haてあ

ったものが，平成 3年には約105万haとなり，

稲（約205万ha)に次いて第 2位の面積となっ

ています。その内訳をみてみると，牧草が80%

と最も多く，次いてトウモロコシ (12%) と

なっており， この 2つて全体の 9割以上を占

めています。飼料作物に必要な種子の量は年

間約 1万 3千トンと推計されますが， これら

の大部分は外国からの輸入てまかなっており，

輸入相手国を見ると，アメリカの占める割合

が断然高く，他にオーストラリア，カナダ，

ニュージランド等があります。しかし，飼料

作物作付面積の約 8割を占める牧草について

は他の飼料作物と少し事情が異なり，輸入さ

れている種子の約 4割は実は日本て‘‘育成され

た品種なのて‘‘す。ここのところを少し詳しく

説明しますと，牧草の多くは明治以降に我が

国に導入されたものて‘‘すが，戦後になって我

が国の気候風土に適した牧草の品種改良が本

格的に行われるようになり，多くの優秀な品

種が育成されました。しかし， 自然的，経済

的条件から国内においては牧草の採種はきわ

めて難しく， このため， 日本て‘‘品種改良した

牧草の種子を国内て'2世代増殖し，海外（主

としてアメリカ）て‘、さらに 1世代増殖して廿

本へ戻すという方式をとっています。これは

海外契約採種と呼ばれ，昭和42年からこの方

式が行われるようになりました。牧草類は他

殖性作物て‘‘あるため，交雑により品種の遺伝

的特性が変化しやすく，増殖段階て種子の品

質を保持することは非常に重要てす。このI:

め，国際間て‘‘流通する牧草種子の品質（品種

の遺伝的純度等）を増殖した国が保証する

OECD牧草等種子品種証明制度という仕彰

があります。我が国は昭和42年にこの制度1:

加盟しました。海外契約採種される種子はこ

のOECD牧草等種子品種証明制度によってそ

の品質が保証されています。

E 家畜改良センターにおける
原種生産と種子検査

国等の公的試験研究機関て育成された品種

の原々種原種の生産及び種子の検査を家畜

（万ha)
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種子の世界
該センターて行っています。家畜改良セン

ターては，十勝，長野，熊本の 3牧場が合計

齢OOhaの原種は場をもち種子関係の業務を

鞘しています。前述しましたように飼料作

打は他殖性て遺伝的特性が変異しやすい作物

〈あるため， その増殖には細心の注意と専門

賊術が要求されます。このため，国などの

栽研究機関て育成された品種については，

随月もと種子てある原種まての 2世代につ

し＇ては家畜改良センターにおいて厳しい基準

を誤けて増殖を行っています。現在， 国内に

屈ては16ケ所の公的試験研究機関て飼料作

勒育種が行われていますが，品種の特性を

恥めには育成された場所に近い気象条件

ぐ贈植することが重要てあるため，寒冷地て‘

腺された品種は十勝牧場，暖地て育成され

譴は熊本牧場，中間は長野牧場と 3牧場

噴を分担しています。試験研究機関て‘育

糾された品種は家畜改良センターて原々種，

賑 2世代を増殖し，牧草種子は海外契約

頓 0)もと種子として， トウモロコシ等の

訊類の種子は国内採種用のもと種子として

れぞれ供給されます。 このほか，牧草類，

暉ともその一部は調査展示用種子として

莉公共団体，農協等に払い下げられていま

5
 

.,＇ 

蒻改良センター長野牧場は， OECD牧草

寺甘子品種証明制度に基づき海外へ輸出され

灼t種子の品種証明書を発行する業務を行

ぅてぼす。また，家畜改良センター長野牧
附・1
，、1,種苗検査官が配置され，市販されて

埠科作物種子の適正な流通が行われるよ

軍に基づく検査を実施しています。

牧草種子の増殖・流通及び検査の体系

3 飼料作物の草種と品種

飼料作物の種類は多く，ーロに牧草と言っ

ても，チモシー，オーチャードグラス，イタ

リアンライグラス， シロクローバ，アルファ

Jレファといったように多数あります。また，

牧草の他にも， トウモロコシ，ソルガム，ェ

ン麦などがあります。オーチャードグラス，

トウモロコシ，ソルガムといった飼料作物の

草の種類を草種と 言います。草種の中にさら

に品種があり，飼料作物の品種数は膨大な数

になります。日本は北は北海道から南は沖縄

まて様々な気候があり，生産性の高い飼料生

産を行うためには，気候など地域の自然条件

にあった草種・品種を栽培することが重要て‘

す。 このため，各都道府県においては，品種

畜産技術 1993年8月号 R 



の栽培試験を行い，県内の地帯別の自然条件，

経営条件に対する適応性の高い品種を奨励品

種として選定し，普及を図っています。

小さな種子 1粒の中には多くの迫伝情報が

組み込まれています。外観は同じ種子てあっ

てもそこから生えてくる植物体の持つ特性a
品種によって大きく異なります。品種の特竹

をうまく活用していくことが， 自給飼料の生

産性向上を図るためには重要て‘‘す。

飼料作物育種の現状と今後の方向
寺田康道(TeradaYasumichi) 草地試験場育種部長

はじめに

日本における牧草・飼料作物の育種研究は

比較的新しく，昭和39年から45年にかけて，

育種指定試験地，草地試験場及び草地部など

が設立され，本格的な育種が開始された。そ

の結果， これまて‘‘に数多くの新品種が育成し

てきたが，今後さらに消費者ニーズに対応し

た新品種育成に取り組んている。

l 育種研究の現状

飼料作物は種類が多く，さらに日本列島は

北海道から沖縄まて気候条件や立地条件が異

なっている。そのため，新品種育成において

は対象草種と対象地域を組み合わせて分担関

係を明確にして，国立および指定試験地の育

種研究室て育種を行っている。対象としてい

る草種は寒地型イネ科牧草：チモシー，オー

チャードグラス， フェスク類， ライグラス類，

スムーズブロームグラス，暖地型牧草：バヒ

アグラス，ギニアグラス，カラードギニアグ

ラス， ローズグラス，マメ科牧草：アカクロ

ーバ，シロクローベアルファルファ，耕地

用飼料作物：とうもろこし，ソルガム，えん

麦てある。

これら 18草種について，国立試験研究機関

10, 指定試験地10研究室が分担して新品種育

〇 畜産技術 1993年 8月号

成を行い，育成系統は全国各地て‘系統適応姓

検定が行われ， さらに特定検定（耐寒性， i1

雪性，耐病性，放牧適性）試験が行われる。

これらの試験て‘‘優れた成績を示した系紐瑾

品種候補として選定され，各段階の審査を経

て農林登録品種として認定される。現在“

に育成登録された品種は，寒地型イネ科牧

草： 7草種36品種，暖地型牧草： 5草種9品

種マメ科牧草： 3草種 9品種とうもみこ

し： 18品種ソルガム： 8品種えん麦： 6 

品種 その他： 2草種 5品種となっている。

これらの新品種育成においては，育種の甚

盤的研究も必要てあり，各育種研究室て雌

当する草種について育種事業を進めると同時

に，追伝資源の収集・評価，交配や選抜法

個体・系統の評価法などの研究を進めていふ

しかし，品種育成と基礎研究の両立ては限界

-----

--—夕交配
オーチャードグラスの個体選抜圃湯タ

後代（柱より右側）と自殖後代（北海道農試）



iiho (J)て‘ヽ，育種索材，バイオテ クノロジー，

脈性，育種化学などについては専門の研究

呈(研究を行っている。

！最近の育成品種

平成4年度の単地研究推進会議て‘‘下記の 4

品種が新品種候補として認められ， 6月の命

謹鉢審査会て‘‘新品種として承認された。

1)イタリアンライグラス「ウヅキアオパ」

（晨林14号，北陸農試育成）

調地方など多雪地帯ては，イタリアンラ

げうスが雪腐れ病など被害を受けるのて 耐`

糀に優れた品種が必要てあり，夏作飼料作

抒水稲と組み合わせて栽培される極短期利

胤の品種が要望されてきた。「ウヅキアオバ」

ふ極早生て耐雪性が強く，多収性の品種て‘‘

鱈B数60日程度て‘、も高い収祉が得られる 。

令名は「卯月青葉， 4月に収穫てきる」に由

討る。

1) イタリアンライグラス「アキアオパ」（農

林15号，茨城畜試育成）

イタリアンライグラスは一般に秋に播種し

て翌年の春まて栽培されるが，越夏性が優れ

I、'極長期利用型の品種として育成された「ア

キアオバ」は，晩生て", 越夏性及び越夏後の

再生が優れ，利用 2年目の夏まて‘‘利用てきる。

蒻は南東北・北関東および東海から九州の

恥伶地てある。

3) ソルガム「風立(Kazetachi)」（農林交 7

号，長野畜試育成）

とうもろこし，ゾルガムなどの夏型長大作

物は台風や長雨による倒伏が最も問題になる 。

「風立」は耐倒伏性を主な目標に育成された

品種てあり，極晩生て‘‘穂が出ないため刈取り

の適期が長く品質の低下が少ない。

4) ソルガム「グリーンエース」（農林交 8

号，広島農技セ育成）

中生のスーダン型ソルガムて青刈およびサ

イレージに適する。大型の多収品種て‘ヽ，耐病

性，耐倒伏性に優れている。

3 今後の方向

本年，作物育種推進基本計画が改定され，

飼料作物においては家畜生産性に優れた品種

の育成が基本てあり，情勢に対応して育種目

標を明確にし， その推進方向が示された。具

体的には 1)多収性，安定性に加えて品質など

の家畜ニーズに対応した品種 2)耐病性や不

良環境耐性を付与した環境適応型品種 3)遺

伝資源の収集・評価と国際研究協力の推進，

4)バイオテクノロジー等の先端研究と品種育

成との結び付きの強化， 5)種子生産性の向

上と育種・増殖・普及，すなわち，研究機関・

原種生産機関・民間種子産業の連携の強化，

等が重要てある。

輝 類の海外契約採種状況
蘭省三(ShozoTsuzuki) ~.tl 日本飼料作物種子協会会長

翫て流通する牧草品種と種子供給）

且科栽培て高収贔を得るために人為的に調

〖てき るものとして，遺伝的条件と栽培条件

直があります。遺伝的な条件は夫々の地

域に適応した能力の高い品種を選ぶことて‘‘す

が，牧草の生産物は米，麦あるいは野菜など

と違って，直接販売することがなく家畜に給

与して初めて収入となる迂同生産物て‘‘すから

伽 t技術 1993年8JI¥;- ◎ 



表 1 都道府県における牧草奨励品種数
（平成 4年 3月現在）

区分 種 類 奨励品種数

イタリアンライグラス 33 (I 0) 

イ
ハイプリットライグラス 2 

ネ ペレニアルライグラス 9 (3) 
科 オーチャードグラス 16 (6) 
牧 チモシー 9 (5) 草

トールフェスク 8 (3) 
メドーフェスク 6 (I) 
ギニアグラス I (I) 
ケンタッキープルーグラス 4 
レッドトップ I 
リードカナリーグラス 3 
パヒアグラス 4 (3) 
ダリスグラス I (I) 
ローズグラス 9 (I) 
カラードギニアグラス 2 (I) 
グリーンパニック I 
スムーズプロムグラス I (I) 
ネピアグラス 3 
パンゴラグラス I 
スターグラス I 

小計 20種類 115 (36) 

アカクローバ 12 (4) マ
9 (3) メ シロクローパ

科 アルサイククローパ 2 
牧 アルファルファ 20 (3) 草

れんげ 3 
クリムソンクローバ I 
アローリーフクローパ I 

7種類 48 (I 0) 

注） （ ）内数字は公的育成品種数で内数である。

生産量及び品質に対する評価が甘くなりがち

て‘‘す。また，牧草の利用は乾草を作ったり放

牧するというような特殊な形もあるため生産

量の把握も難かしい場合もあります。このよ

うなことから牧草の品種に対する認識は他の

作物に較べると必ずしも十分てありません。

そこて‘各都道府県ては，各種の試験を通じて，

地帯別に自然条件，経営条件に適合した生産

性の高い品種を奨励品種に選びこれを公表し

ています。各都道府県が公表している牧草の

奨励品種数は表 lのとおりて，イネ科牧草類

ては20種類115品種，マメ科牧草類ては 7種類

48品種となっていますが， このうち，アクテ

R 畜産技術 1993年8月号

イプに流通している品種は50品種前後てす。

これらの種子の供給は，全量が輸入てiか

なわれているが，輸入には次の 2型態があり

ます。

1 外国て品種が作られ，採種された種子

を輸入する。一一般方式

2 日本て作られた品種の原種子を目附

生産し， これを採種適地の外国，アメリカ，

カナダ等て‘‘採種し輸入する。ー一海外契約採種

平成 3年度において，一般方式て輸入され

た種子量は3,978トンて‘，牧草種子全体の63%

を占めています。

海外契約採種は，農林水産省及び都道府應

の牧草育種指定試験地て‘育成された品種につ

いて，社団法人日本飼料作物種子協会が実脆

しているほか，雪印種苗株式会社，ホクレン

農業協同組合連合会が自社て育成された品種

について行っています。

（牧草種子の国内生産は何故てきないか）

表 2は海外契約採種の反収を家畜改良セン

ターの原種の生産量と比較したものてすが，

国内ての原種子生産は海外契約採種に較刈

タリアンライグラスて''0.44, オーチャードグ

ラス0.26, チモシー0.43と低い状況にあり，

特にアルファルファ，アカクローバ等臼

0.03-0.06と極端に悪くなっています。

この原因は， 2つの要因によると思われi
す。その 1つは開花期の雨量てす。イタリア

ンライグラス，オーチャードグラス等の開花

は梅雨の時期と重なりますし，マメ科牧草'（

は開花期の天候が不順て‘すと授粉昆虫てある

蜂類が活動せず稔実が不良となります。その

月点，アメリカのオレゴン州ては開花期の5

中-7月上旬の雨量が70mm前後てあるの1:,

北海道十勝ては220mm, 長野県佐久ては240鴫

更に熊本ては640mmという状況てす。
2つ且Ii

_ _____....._ 



表1採種量の比較

種 頚 海外契約採種 国内での原種子生産 I割合 I 備考

イタリアンライグラス
198キロ/10アール 88.0キロ/10アール

0.44 
(145~223) (59.5~106.4) 

オーチャードグラス
81 21 .2 

(34~100) (I0.3~32.6) 
0.26 

51 22. I 
チモシー (31 ~72) (9.3~30.4) 

0.43 

アカクローパー 55 
3.4 

0.06 
(3.2~3.6) 

アルファルファ 102 
3.0 

o.o3 I施設内採種を除く
(0.8~5.3) 

庄）採種量は 1990年から 1992年の平均収量で， （ ）内は品種の違いによる最高と最低の採種量である。

哺時のやはり天候て‘‘，この期間の天候不良 確保するには10アール当り 230キロの収穫を

燻種作物を倒伏させるのて‘ヽ，収穫に多くの あげねばなりません。 H本にも戦前から戦後

肋がかかるうえ減収を招きます。

蹄についてて‘‘すが，例えばオーチャード

朽スについて， 1キロ 2.67ドルて輸入てき

』：場合，国内て,・10アール当 り粗収益 8万円を

オレゴン州の位置

~C30 「 月平均気温 ＾ mm I 降水量

400 

20 

300 

10 

------------------------- 200 

゜ 100 

-10 

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

（月）

の初めにかけ，北海道において牧草の採種を

行っていましたが，現在は全く無くなりまし

た。

（海外契約採種の仕組み）

海外契約採種の増殖絨は，種子協会の会員

のうち，牧草種子を販売する農業団体会員及

び会社会員から予約をとることから始まりま

す。予約は 1年生牧草 については 2年先，永

年生牧草については 2年から 6年先まての計

画となることから，長期に亘 る需要の動向を

見極めねばならずなかなか難かしいことて‘‘す。

予約がまとまりますと種子協会は増殖計画を

作成し，畜産局自給飼料課の承認を得て増殖

を実行することとなります。

゜
I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

（月）

オレゴン州の気温と降水量
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図1 海外契約採種の仕組み

増彊計画承認

アルファルファ ナツワカパ 6.S ' 
タチワカバ 2.2 

計 8. 7 
青刈えん麦 アキワセ 14.6 ' 

計 1,648.6 1 

雪印種苗株式会社
タキイ種苗株式会社
ホクレン晨集協同籍合連合会
全国晨業協同組合連合会
グループ

（芯芦
株式会社サカタのたね ）

"ン）

2.500 

E .F. Burlingham & Sons(米国・オレゴン州）
Cal/West Seeds(米国・カリフォルニア州）
International Seeds, INC.(米国・オレゴン州）
Ampac Seeds Co. (米国・オレゴン州）
Norfarm Seeds INC. (米国・ミネソタ州）
S.S. JhonsonSeeds,Ltd.(カナダ国・マニトバ州） 2,000 

Jaclin Seed Co. (米国・アイダホ州）
Mc Danial Seed Co. (米国・オレゴン州）等

（海外契約採種の実績）
表 3 1992年海外契約採種の実績

種類 品種 採種量

イタリアン ワセアオパ 139.7トン
ライグラス ワセユタカ 188.5 

ヤマアオパ 23.3 
ミユキアオパ 28.0 
ミナミアオパ 53.5 

計 433.0 
オーチャード アオナミ 23.7 

グラ ス キタミドリ 76.7 
オカミドリ 40. I 
アキミドリ 15.1 
マキパミドリ 3.4 
ワセミドリ 17.7 

計 176.7 
チモシー センポク 126.0 

ホクシュウ 131. 7 
ノサップ 359.6 
クンプウ 193.7 

計 811 .0 
トールフェスク ホクリョウ 5.3 

ヤマナミ 9.9 
ナンリョウ 17.4 

計 32.6 

ペレニアル キヨサト 18.7 
ライグラス ャッガネ 6.7 

計 25.4 

メドウフェスク トモサカエ 16.6 

ギニアグラス ナッカゼ 25.4 
計 25.4 

カラードギニア タミドリ 0.2 
グラ ス

アカクローパ サッポロ 102.9 

シロクローパ ミナミオオハ 0.9 
マキパシロ 〇.6

計 I .5 
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図2 増殖実績の推移

（海外契約採種と品種証明）

牧草は大部分が他殖性て‘‘すから，採種する

際に注意を怠ると異品種と交雑して品種の特

徴を失うことになります。

品種証明は品種の同一性，すなわち品種純

度を種子を利用する農家の場まて維持確保t
る仕組みを云います。この仕組みは 2つの薔

分からなり， 1つは圃場検査てあり
I , I 
l) 7 

つは流通段階て‘‘の品種純度の確保て` す。

昭和42年，わが国は国際的な組織てある

OECD牧草種子証明制度に農林水産省`を窓廿

ロて`として参加しました。この制度は国際商叩

ある牧草種子を世界共通の碁準て i
、、吼明する桐l

度て‘ヽ，種子協会の海外契約採種はこ の制度0

もとて行っています。

（海外契約採種に参加している種苗業者）

雪印種苗株式会社＊，タキイ 種苗株式会柑

R 畜産技術 1993年8月号



材、コ種苗株式会社，株式会社サカタのタネ，

鵡業株式会社，宝種苗株式会社，協和種

誹式会社，ホクレン農業協同組合連合会＊，

躙業協同組合連合会，全国酪農業協同組

繕合会

注 ＊印は海外契約採種に大目て参加し

ている会社， 協同組合て‘‘す。

（アメリカての採種状況）

翻契約採種の大部分はアメリカのオレゴ

洲て行われています。アメリカは世界最大

嗽草種子生産国て‘‘すが，オレゴン州はアメ

けて生産する牧草種子の半分以上を生産し

：いる大採種地帯て‘‘す。オレゴン州に牧草種

子生産が集中している理由は， その気候にあ

りiす。平均気温が12℃程度て‘‘しかも年間の

気温較差が小さいため， ライグラス類， オー

チャードグラスなどの牧草の生育に適してお

9, また，開花期・収穫期にあたる 6-7月

鳴水蘭が極めて少ないことが，結実や収穫

眈めには有利てあるといったように，オレ

ゴン州は牧草採種に適した気候なのて‘‘す。

アメリカて実際に採種を行っているのは採

積家てその農家をとりまとめている組織が

り只す。 この組織から各地区のリーダー的

註に採種する草種品種数量の割り当て

枡あります。各地区のリーダー的農家は交雑

嗅きないように隔離距離や前作等を考慮し

て地区の牒家へ作付けの割り振りを行います。

は種時期は 1年草は秋，多年草は春が一般的

て‘‘す。採種地帯ては降水祉が少ないために，

灌漑が行われることがあります。灌水方法の

1つとしてスプリンクラーによる灌水があり

ます。この方法は経費は割高となりますが，

雑草種子の流人は少ないという利点がありま

す。また，スプリンクラーによって灌水され

たは場は，水がかかる場所が円型となるため

に，円形状に作物の生育が良くなり，上空か

らみると円形のは場のように見えます。

種子の収穫は水分計を用い適期を判定し，

刈取後 2週間程度は場に放覆して乾燥させま

す。脱粒はコンバインを用いて行い，乾燥の

ための施設は不要て‘ヽ，脱粒後は各地区のリー

ダー的農家が持つ精選施設て‘‘精選されます。

品種の遺伝的純度を維持するための品種保

証制度は，米国内向けの種子にはオレゴン品

種保証制度，外国向けの種子にはOECD牧草

等品種保証制度が適用されます。品種保証の

ための検査はオレゴン州立大学品種保証機関

の職員によっては場検査（同一草種の他品種

との隔離，前作後の期間等）や種子検査等が

行われます。

日本から送られた種子は， このようにして

増殖され， 100-500倍になって日本へ戻って

きます。

駒種苗における飼料作物種子事業
噸i久志(HisashiOgasawara) 雪印種苗株式会社 取締役種苗部長

l会社の歴史ー創業から今日
まで

昧I:おける牧草 ・飼料作物種子の歴史は，

見〈明治初期に北海道開拓使が農業技術者と

して米国から招聘したエドウ ィン ・ダンが，

酪農を主体とする有畜農業を提唱した意見書

の中て，「野草600トンは栄養価において牧草

257トンに匹適し， それを金銭に換算すれば

2200円て‘ヽ ，野草に比し1500円も安価てあるか

畜産技術 1993年8月号 R 



ら，野草を廃し牧草を栽培給与すべし」と述

べて牧草を奨励し， その栽培と採種の試験を

行なったのが始まりとされております。

それから半世紀後の昭和11年，度重なる冷害

をうけた北海道庁は，北方農業確立のために

酪農畜産業と甜菜糖業の振興を二大支柱とす

る拓殖計画を樹て，道庁に飼料作物係を新設

して本格的に牧草・飼料作物の栽培普及と種

子の安定供給を進めることになったのて‘‘あり

ます。この牧草・飼料作物種子採種事業は，

拓殖計画予算から補助金を支出し，事業の一

切を北海道畜産組合連合会（畜連）に委嘱す

ることになり，専任者として農事試験場から

五十嵐技師が派遣されて昭和12年に開始され

ました。

わが国初めてのこの事業に，はとんど一人て‘‘

取り組み，採種圃の設置から栽培技術などの

採種体系をつくりあげたのが，雪印種苗の創

業者てある五十嵐清元社長の若き日の姿て‘‘す。

その後， この事業は北海道興農公社に引継が

れ，北海道酪農協同株式会社，雪印乳業株式

会社と変遷し，経済力集中排除法の適用をう

けて雪印乳業株式会社種苗部が分離されるこ

とになり昭和25年12月に雪印種苗株式会社と

して独立したのてあります。

昭和 15年，クローパーハラー国産一号機によ

るアカクローパーの脱粒・精選試験

⑩ 畜産技術 1993年 8月号

このように北海道開拓の中て生まれ，牧恥）

歴史と共に育った当社は，間もなく創立45周

年を迎えようとしておりますが，創業以来一

貫して牧草．飼料作物種子の生産供給と品種

改良， さらに栽培普及を進めてきました。i

た酪農民の要請に応えて昭和27年に乳牛月杞

合飼料の製造販売を開始し，さらに枝豆， u

うれん草などの野菜種子を中心とした園芸事

業と造園事業を加えて現在に至っています。

この間に日本の酪農畜産は飛躍的に成長し，

当社事業も全国的な広がりをみせて，今訳

は事業所の数は営業所21, 飼料工場 5,種子

配送センター 5' 研究農場 4となっており，

社員数も 500名を超える会社に成長してき i

した。

E 会社の概況一種子販売状況
と市場動向

当社の平成 4年度の総売上高は385億円てあ

りますが，その内容は飼料事業266億円，種荷

事業90億円，造園事業29億円てあります。種

苗のうち牧草・飼料作物種子の売上げは55偲

円てあり，市場の60%近いシェアーを持って

います。最近のわが国の牧草・飼料作物種子

市場は，卸売ベースて''100億円，年間流通量-( I 

19000トンと言われてきました。その用途別炊

量を，小職は次の様に分析推定しており H,

竺竺9重子［〗~~用｛［ロ
5,000トン ｛緑化用種子

3,500トン

以上の通りて‘すが，残念なことに最近の状況

としては，飼料作物種子とゴルフ場芝生種子

が減少しており，流通量は 7-10%ダウンし

____,,,.. 



｛いると考えられます。

待1:最近の円高によって輸入乾草が急増して

砂，自給飼料生産の意慾低下が見られるの

が心杞てす。

しかし一方ては地力増進を目的とした緑肥用

目子の需要は伸びており，特に線虫抑制効果

0あるえん麦やギニアグラス，景観作物等が

誌されて大巾に増加してきました。

枕牧草のもう一つの利用の場てある植生用

唇子については，数年前のゴルフ場造成ブー

⑳頃には2000トンを超える需要がありまし

［力［最近ては運動競技場や競馬場の芝生の

りインターオーバーシード等て｀西洋芝の利用

噌え，新しい市場として期待されています。

！品種改良と種子生産ー開発
から流通まで

当社の創業は昭和16年に国策によって設立さ

眈北海道興農公社（雪印乳業の前身）が，

餞の畜連が行なっていた採種事業をそっく

矧継ぎ，公社種苗事業として発足した時と

されています。

顧な種子を供給するためには，発芽力や純

阻が高いというほかに，純血な原種・原々種

姓産と高能力品種の改良が必要てあります。

詞的のために札幌郊外上野幌にあった酪

9爵塾第一農場を昭和19年に譲りうけ，上野

馴厩種農場（中央研究農場の前身） として，

点クローバ，チモシー， オーチャードグラス

t主体とした原種生産と品種改良に着手しま

した。その後，温暖地向け作物の研究のため

I: 千葉に農場を開設， さらに昭和57年に需要

蒻い九州（都城）に試験農場を開設して，

粒ては牧草 ・飼料作物・園芸作物・芝生植

生種子について，寒冷地から温暖地，暖地そ

れぞれに適する優良品種の改良と導入選抜，

槌利用試験を実施 しております。

昭和41年に当社が育成した耐病性赤クロー

バ・ハミドリが，北海道奨励品種に指定され，

翌42年にはOECD登録品種として認定された

のを初めとして，世界的に評価されているチ

モシー・ホクオウやイタリアンライグラス・

タチワセなど，数々の新品種を開発してきま

した。

これらの開発品種は，現在原々種まてを自社

研究農場て生産し，原種生産は日本飼料作物

種子協会の検査のもとて国内生産， その後は

米国などの海外の生産最適地て‘‘行なっており

ます。昨年当社が海外委託契約をした採種事

業は 5か国， 30品種， 2500ヘクタールの規模

になります。

このように原種を国内て‘‘生産し，流通種子は

海外の保証機関又はOECD保証機関の管理の

もとて採種する新しい生産方法の途を開らき

（昭和35年），優良牧草種子の安定生産を行な

っています。

また広く世界を歩いて優良品種の導入にも積

極的に取組んてきました。導入品種は研究農

場て‘‘特性調査と生産力試験によって優良なも

のを選抜し，自社開発品種と同じように各地

の公的試験や現地試験圃て‘能力と適応性を確

認，さらにモデル農家ての試作によって選定

しております。

これらの情報は，当社が昭和28年 3月に創刊

し，今日まて一回も休まず発行している月刊

誌「牧草と園芸」によって広く紹介しており

ます。この月刊技術情報誌「牧草と園芸」こ

そが，当社の創業精神てある「農業奉公」「技

術と誠意」のシンボルてあります。

おわりに創業時の原種圃経営方針を紹介して

むすびと致します。

原種圃経営

採種事業は優良なる原種の供用によりて初

畜産技術 1993年 8月号・



めてその成果を期待し得べし。而して優良

なる原種を生産するには，最良の品種を選

び，異品種との雑交を防ぎ，不良系統を淘

汰し，管理 ・保管等周到なる注意を要す。

故に採種事業には必ず原種圃の経営を伴b

ざるべからず。原種圃は直営によりて経営

するを理想とする 。

世界の牧草種子の生産と流通事情
雑賀 優(SuguruSaiga) 岩手大学農学部

世界の陸地面積の約％は草地といわれ，特

にヨーロッパ，オセアニアては草地農業が産

業の中て極めて重要な地位を占めている。我

が国て‘‘は，昭和30年代以後の畜産振興にとも

なって全国的に草地造成が行われ，現在耕地

面積の約 2割を占めるまて‘‘になってきた。し

かし牧草種子の大部分を海外に依存するため，

我が国の草地農業は海外の状況変化に大きく

影響される。本稿は，牧草種子の国際流通に

おける最近の動向を述べたものてある。

1 世界の地域間流通の状況

世界を 7地域に分け，地域外との輸出入の

合計を比較した。その結果，種子流通星の最

も多い地域はEC諸国 7万 4千トンてあり，約

％が輸入てある。次いて流通量の多い北アメ

リカ (5万 7千トン）は全体の約 8割が輸出

て‘‘占められている。オセアニアは約 2万トン

てあり，国際的に主要な輸出地域てある。ア

フリカ及びアジアの流通量は各 1万 2千トン

てあり，いずれの地域ても輸入がはぱ100%を

占める。 EC以外のヨーロッパ及び南アメリカ

は流通量はわずかてあるが，前者は輸出の割

合が高く，後者は輸入の割合が高い。

E 各国の種子生産と流通の状
況

1) 北アメリカ：アメリカ合衆国の牧草種子

R 畜産技術 1993年8月号

生産量は約27万トンてあり，世界最大の種子

生産国てある。アメリカ国内における主要生

産地はオレゴン州のウィラメット川流域てあ

る。この地域は， イネ科牧草ては全米の約7

割を生産しており，世界最大の牧草種子生産

地を形成している。種子生産量の最も多い草

種はイタリアンライグラスて，続いてアル7

ァルファ， トールフェスクの順となっている。

アルファルファ等のマメ科牧草の主産地はオ

レゴン州に南接するカリフォルニア州てある。

アメリカは世界最大の種子輸出国てあり，世

界各国に輸出している。 1985年に施行されt

アメリカ国土保全保護計画 (U.S.Conserva・ 

tion Reserve Program)によって， その後0

数年間牧草種子の国内需要が急激に高まり大

量輸入したため，世界的に種子価格の高謄を

招いた。その後，各国が自給率向上に努めt

結果， EC諸国，オセアニア等への輸出盤が滅

少し種子がだぶついたため，輸出をアフリカ，

中近東等の開発途上国に振り向けつつある。

カナダの生産羅は約2.7万トンて，世界第3位

グループの種子生産国て‘‘ある。耐寒性の強い

牧草の需要が高いことからチモシー，レッド

フェスク，アルファルファ，スウィ ートク [J

ーバの生産量が多く， その主要生産地は内陸

部のマ ニト バ，サスカチュワン，アJVパーク

の 3州てある 。輸出及び輸入とも貿易鼠印'

メリカの割合が圧倒的に高いため，アメリカ

、-



晴響を受け易い。

!) EC諸国： EC諸国における最大の牧草種

子生産国はテ‘‘ンマークて‘‘約4,5万トン，続いて

竹ンダの2.3万トンてある 。草種はライグラ

頃が大きな割合を占める。両国は狭い国土

龍てありながら EC諸国全生産最の 6割以

上を占め，主要な種子生産国て｀あり，輸出国

〈ある。両国に続いてイギリス， フランス，

酋ドイツの生産量が多い。EC諸国における近

靭情勢の変化として，ェンドウ等のマメ科

作物の栽培の急激な伸びが目につく 。従来輸

入量の多かったトウモロコシ， マイロ等に代

i. て圧片マメ類を濃厚飼料の原料として多く

詞するようになり， それに伴ってマメ類の

翻面積が多くなっている 。これらマメ類の

甘子の主要生産国はフランスとテ‘‘ンマークて‘

bる。

J) オセアニア：ニュージーランドは典型的

頃草種子輸出国て‘ヽ，生産された種子の 6割

吐は輸出される。種子生産量は約1.7万トン

闇70%がイネ科牧草てあり，中て‘、もペレニ

了Jvうイグラスが全体の％て最も大きな割合

t占めている。最近トールフェスクの生産が

誌に増加しているが， これはアメリカから

〇委託増殖が開始されたためてある。マメ科

諄ては最も多いのがシロクローバてあり，

Grassland Huiaは広く海外に輸出されてい

;。 オーストラリアは国内の需要醤をはば国

内生産て、まかなっており，輸出量，輸入量と

i多くない。種子生産量は約2.8万トンて‘‘，イ

湘輝に比較してマメ科牧草の割合が85%

塙い割合を占めており，オーストラリアに

叫るマメ科牧草の重要性を示している。

nアジア：日本は典型的な牧草種子輸入

尉` ，需要のほとんどを輸入に依存している。

附：アメリカからの輸入が約70%と高い割合

枯めている。韓国及び中国も日本ヘレンゲ

等の種子の輸出はしているものの，アジア以

外の国への輸出はほとんどない。日本の種子

輸入量は寒地型イネ科牧草が大部分を占め，

暖地型牧草は多くない。最近，芝生用草種の

種子輸入量が増加傾向にある 。レンゲの輸入

量が1985年以降急激に増加しているが， この

背景には，水田転作の対象作物に指定され，

飼料と共に景観保護の用途にも利用されてい

ることがある。

3 我が国が直面する問題

1国としては世界最大の牧草種子輸出国て‘‘

あるアメリカが，国土保全保護計画により大

量輸入したことにより 1986年からの数年間，

世界中の牧草種子価格が高騰した。この影響

をまともに受けた消費国て‘‘は， 自給率の向上

に努めるようになった。我が国て‘‘は，種子自

給率の向上は梅雨等の気象的要因から困難と

考えられ，影響の軽減を図るために輸入相手

国の 1極集中を避ける方策がとられ始めてい

る。ニュージーランドては放牧用草種として

チコリ （我が国て‘‘は西洋野菜としてサラダに

用いる）や雑草のヘラオオバコが導入され，

EC諸国て‘‘はエンドウやソラマメ等のマメ類

を濃厚飼料原料として使用し始めた。これら

の動きは，我が国にとって飼料作物の種子自

給率向上を考える上て‘‘大きなヒントになると

思われる。

i
 

日本向け牧草種子

雨がほとんど降らないため，野積み状態で出
荷を待つ。（アメリカ，オレゴン州）
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北海道における
最近5カ年
{863,,,,,,,_H 4年度）の
生乳乳質の
推移について

笹野貢
(Mitsugu Sasano) 

社）北海道生乳検査協会

R 畜産技術 1993年8月号

はじめに 7 
酪農乳業の安定と発展の基礎は，牛乳・乳

製品の消費の拡大てあり， その基礎となるも

のは「きれいて‘，おいしくて且つ安全な良質

乳」の生産てある。北海道における原料乳0

乳質は，生産者をはじめ酪農関係指導機関・

団体の懸命な努力の積み重ねにより，近年成

分および衛生面とも飛躍的な向上を示してい

る。本稿ては北海道生乳検査協会が実施しt、>

昭和63年度から平成 4年度まての 5カ年間の

生乳検査結果の推移をとりまとめたのて報告

する。

1 検査方法

1)試料

検査日に生乳取り引きの行われる乳業工場

に搬入される合乳（タンクローリー乳）を対

象とした。

2)検査期間およぴ回数

昭和63年 4月から平成 5年 1月まての期間

に，旬間 1回（月 3回）の検査を行った。

3) 検査の方法

ア成分率

ア）脂肪率

光学式乳成分測定機（ミルコスキャン，

Foss Electric社，デンマーク）によった。

イ）蛋白質率

光学式乳成分測定機（同上）によった。

ウ）無脂固形分率

光学式乳成分測定機て得た蛋白質率，乳糖

率と補正値1.00を加算して無脂固形分率とし

た。

イ 細菌数検査

平成元年10月から生菌数検査法（スパイラ

ル法， SpiralSystem Instruments杜，米目）

によった。

-



表l合乳成分検査結果の推移

年 度 脂肪率蛋白質率無脂固形分率

% % % 

表 2 脂肪率と無脂固形分率との相互関係

郡63 3.736 3.070 8.607 

我 l 3.755 3. 112 8.572 

3.734 3.082 8.544 

3 3.791 3.144 8.628 

4 (4 ~ I) 3. 835 3. 149 8.625 

相加平均 相加平均

年度 試料数 脂肪率 無脂固形分率相関係数 回帰式

（標準偏差） （欅準偏差）

％ ％ 

昭和63 7,694 3 74 8.62 0.57 * * S=6.893+0.462F 
(0.115) (0 092) 

平成 I 7,494 3. 75 8 59 0.32* * $=7.627+0 255F 
(0.107) (0 084) 

2 7,970 3 74 8.54 0 46* * S=7.272+0 345F 
(0 123) (O 092) 

3 7、671 3 79 8 64 0.44-i< * S=7 573+0.281F 
(0.135) (0.085) 

注） * * I%水準有意 S SNF F Fat 
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図 l 脂肪率の月別変動

り体細胞数検査

註光学式体細胞数測定機（フォソマチッ

?,Foss Electric社，テ‘‘ンマーク）によった。

！ 結果

I)成分検査結果

麟 3年4月から平成 5年 1月まての全道

蜆成分検査結果の年度毎の加重平均値を表

謬した。

？脂肪率

翻率は昭和63年度に3.736%て‘‘あったも

り机平成 4年度 (4-1月） 3.835%, 5年間

1099%, 年平均0.020%の上昇て‘‘あったが，

:0上昇傾向は一様てなく，平成 2年度ては

前年以下の値となった。 このように脂肪率が

遣に改善された要因としては，飼料品質の

譲ゃ飼養管理技術の向上とともに，脂肪率

憧視した種雄牛の選択による雌牛資質の遺

罰改良が寄与したものと考える。

蘭1には期間中における隔年度の脂肪率の

柑Il変動を示した。脂肪率の変動は各年度と

11~ 9月の夏期に低く， 11-1月の冬期に

高い 1峰性のパターンを示したが，月別検査

乳量の変動は夏期に多く冬期に少ないパター

ンを示した。結果的に脂肪率と乳量との間に

は負の相関が存在するようにみえるが，脂肪

率に限らず生乳中の各成分には，飼養条件，

気温，乳期などの要因が複雑に関与している

と云われている I)。特に，近年乳牛の産乳能力

が大幅に向上したことて‘，牛の暑熱に対する

抵抗性が低下していることが指摘2.3)されて

おり，今後の成分乳質の改善を進めるに当っ

ての障害となる。もともと，気温の低い北海

道て‘‘は夏期における暑熱対策が府県と比べる

と立ち遅れており， この面ての対策を進める

ことが必要てある。

表 2には昭和63年度から平成 3年度まての

脂肪率と無脂固形分率との相互関係を示した。

両者の相関係数は0.32-0.57の範囲て‘平均

0.45, いずれも 1%水準有意て‘‘あった。なお，

平成 3年度の各成分間の相関係数4)は，脂肪率・

蛋白質率間0.65,蛋白質率・無脂固形分率間0.84,

乳糖率．無脂固形分率間0.83てあった。

イ 無脂固形分率

無脂固形分率（表 1)は昭和63年度8.607%

てあったものが平成 4年度 (4-1月）

8.625%, 5年間て'0.018%,年平均0.004%と

微増てあったが， その上昇傾向は一様て‘なく，

平成元年度および平成 2年度てはそれぞれ前

年度以下の値となった。

図2には期間中における隔年度の無脂固形
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図 2 無脂固形分率の月別変動

分率の月別変動を示した。無脂固形分率の変

動は各年度とも 5月と 8月に低く， 6月と

11-12月の冬期に高いパターンを示した。昭

和62年度以前ては， 5月は飼料条件が悪いた

め低く， 6月には若草を採食することて''TDN

水準の回復が図られ鮮かなヒ°ークを示すのが

通例てあったが，最近，通年サイレージの給

与および農厚飼料の給与鼠増加などて 6月の

ヒ°ークが目立たない傾向にある 。

北海道ては平成元年度以降，従来の脂肪率

に基づく合乳取引を改め，脂肪率に無脂固形

分率を加味した取引が行われている 。今後の

市場の需要は脂肪よりも無脂固形分特に蛋白

質を重視する方向にシフトすることが予想さ

れる。現行の光学式乳成分測定機て‘‘得られる

無脂固形分率は補正値を含む推定値てあり，

食品価値としての重要度，さらに牛群改良を

行うにあたっては，多成分てある無脂固形分

よりは単一成分てある蛋白質率に目標をおく

ことて‘‘，より効率的な改良が可能となること

などを考應5)すると，無脂固形分率より蛋白

質率を対象として取り扱う方が有効度が高い

ものと考えられる 。 また，欧米酪農先進国の

例をみても 6)乳代精算の主流は脂肪率と蛋白

質率に碁づくものてある。

わが国ては全国乳質改善協会の総合的乳質

評価体制の整備検討委員会において，乳成分

の評価にあたっては脂肪率と蛋白質率を対象

とした体制整備の必要性が提唱5)されており，

また中央酪農会議の成分的乳質評価推進検討

％ 

3.3 

3.2 

3. I 

3.0 

2.9 

2.8 

o--o H 4年度(4-1月）3.15% 
← • H 2年度 3.08 
C>-<l S 63年度 3.07 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 I 2 3月

図 3 蛋白質率の月別変動

委員会においても，蛋白質の評価を主体とし

た検討が行われている 。

ウ 蛋白質率

蛋白質率（表 1)は昭和63年度3.070%てあ

ったものが平成 4年度 (4-1月） 3 .149%, 

5年間て・・o.079%, 年平均0.016%の上昇てあ

ったが， その上昇傾向は一様て な`く，平成2

年度ては前年度以下の値となった。

図 3には期間中における隔年度の蛋白質串

の月別変動を示した。蛋白質率の月別変励Ii

各年度とも無脂固形分率の変動とはば一致す

るパターンを示しており， このことからも蛋

白質率と無脂固形分率の高い相関がうかがb

れる。北海道における家畜改良目標によると，

平成 7年のホルスタイン種牛の目標値は，脂

肪率3.8%, 無脂固形分率8.8%,蛋白質率

3.2%と設定しており，平成 4年度(4-1月）

の検査結果てみると脂肪率は目標値を超えて

いるが，無脂固形分率て‘‘約0.2%低く，蛋白質

率て‘‘は約0.05%低い実態てあり，今後無脂固

形分率，特に蛋白質率の改善向上を図る必要

がある。

2)細菌数検査結果

平成元年10月から平成 5年 1月まての全道

合乳細菌数成績の年度別結果を表 3に示し払

北海道における細菌数検査の方法は，従来

より厚生省令に定めた直接鏡検法て実施して

きたが，乳質の急速な改善が図られ，昭利63

年度て・・1計司法による検査て''30万/ml以下の比

率が99.8%も占める実態となった。
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表3 合乳細菌数検査結果の推移

区分（万/ml)
年度

〈3 4 ~ 5 6 ~10 11~20 〉 21

％ ％ ％ ％ ％ 

；成I(10~ 3) 81.5 10.2 6.9 I .2 0.2 

80.8 10.8 7.3 0.9 0.2 

3 85.4 8.5 5. 2 0.7 0.2 

4(4~1) 88.2 6.9 4.0 0.7 0.2 

このように高いレベルにまて‘‘乳質改善が進

託くると本来400万/mlレベルての乳質評

法てある直接鏡検法て‘‘は，信頼性の面て‘‘総

揉30万/ml以下といった少ない細菌数を的

信I:測定することは極めて困難て‘‘ある 。 そこ

（平成元年10月より低レベル菌数域において

叶分な検査精度の得られる生菌数検査法の

一種てあるスパイラル法への移行を全国に先

印て実施した。

請道における乳質改善指導上の努力目標

坪成元年度より 10万/ml以下としており，

切10万/ml以下の比率をみると，平成元年

閉(10~3月） 98.6%てあったものが平成 4

年度(4~ 1月） 99.1%て・・, 0.5%の改善てあ

吠。さらに低レベルの 3万/ml以下の比率

tみると平成元年度81.5%から平成 4年度

.2%1:.6.7%向上を示している 。平成 3年度

麟道乳質改善協議会が実施した11万/ml

吐の合乳の汚染原因調査結果7>(n = 544)に

：ると，ミルカーやバルクク ーラが洗浄・殺

達穀測定機 （スパイラルプレータでシャーレに

生乳を塗抹）

％ 
100 

90 

80 

70 

60 
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o-o H 4年度(4-1月）88.2% 一H2年度 80.8 

4 5 6 7 8 9 10 II 12 I 2 3 月

図 4 生菌数 3万/m£以下の比率の月別変動

菌の不良が50.2%,バルククーラの整備• 取

扱の不良が22.8%て‘‘， これらが主な要因て‘‘あ

ったと報告している 。

図 4には期間中における隔年度の生菌数 3

万/ml以下の比率の月別変動を示した。10

万/ml以下の比率の場合には顕著な季節変動

はみられないが， この 3万/ml以下の比率の

場合には冬期に高くなり，気温の最も上昇す

る8月に低くなる季節変動がみられた。諸外

国における生菌数格付実態8)からみると北海

道の生菌数成績は世界的にも高水準にあるも

のと思われるが，今後は夏期における搾乳衛

生管理技術の向上に努める必要がある。

3)体細胞数検査結果

昭和63年 4月から平成 5年 1月まての全道合

乳体細胞数成績の年度別結果を表 4に示した。

北海道における乳質改善指導上の努力目標

は昭和61年度より 30万/ml以下としており，

その30万/ml以下の比率をみると ，昭和63年

度82.3%てあったものが平成 4年度 (4-1 

月）92.3%て', 5年間て'10.0%, 年平均2.0%

の改善てあった。

図 5には期間中における隔年度の体細胞数

30万/ml以下の比率の月別変動を示した。各

年度とも気温の高い 8-9月に比率の低下が

みられた。体細胞数の変動については産次，

分娩後の経過日数など乳房炎以外の生理的要

因も関与するとされているが，暑熱期の影響

が大きいことが認められている叫夏期にお

ける30万/ml以下の比率の低下は主として暑

畜産技術 1993年 8月号



表 4 合乳体細胞数検査結果の推移

年 度
区分（万/ml)

く30 31~50 51~100 〉 110

％ ％ ％ ％ 

昭和63 82.3 17.0 0.7 0.0 

平成 1 89.9 10.0 0. I 0.0 

2 93.2 6.7 0.1 0.0 

3 94.2 5.7 0. I 0.0 
4(4~1) 92.3 7.6 0. I 0.0 

熱ストレスおよび飼養環境の悪化によること

が推測され， この面からの改善が急務てある

と考える。

おわりに

今後，北海道における生乳の乳質改善を進

めるに当って，当面の問題となる課題をあげ

ると次のとおりてある。

1) 総合的乳質評価体制の導入

全固乳質改善協会ては生乳の総合的乳質評

価，すなわち成分的乳質や衛生的乳質に加え，

風味や生産現場の畜舎環境衛生調査を対象と

した乳質評価方法が必要てあると提案してお

り，おいしくて安定した良質乳の生産確保を

図るためにも，早急にこの体制の導入を検討

すべきてある。

2) 道外移出生乳の細菌対策

生乳の広域流通により府県からの北海道産

生乳の需要が益々増大する情勢の中て‘ヽ，平成

3年度の移出量は約30万tにも達している。北

海道から府県への生乳輸送は，長距離・長時

間のリスクを抱えるため，細菌，特に低温細

菌の増加がさけられず，今後はタンクローリ

ー出発時点て,.1万/ml以下の水準が望ましい

が，多くても常時 3万/ml以下の生乳の確保

に努めなければならない。

3)バルク乳の乳房炎起因菌検査体制の整備

生乳中の体細胞数情報を指標とした乳房炎

防除対策が全国的に進められているが，乳房

R 畜産技術 1993年8月号
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図 5 体細胞数30万/m£以下の比率の月別変慟

炎牛診断の決め手は乳房炎起因菌の同定検査

てある。 しかし， この検査を無差別的に乳牛

個体乳や分房乳を対象とするには，経済性お

よび作業性から困難て‘、ある。最近，北海道て

は体細胞数情報とバルク乳を対象とした乳房

炎起因菌情報を中心とした乳房炎防除のとり

組みが進められており，多大な成果を上げつ

つあるのて‘ヽ，全道的なバルク乳の乳房炎起因

菌検査体制の整備をすべきてある。

引用文献

1) 笹野 貢，岡田迪徳，長南隆夫，大浦義

教：乳質改善資料 No.34, 45 (1978) 

2) 北海道・ホクレン農業協同組合連合会・

北海道乳質改善協議会：乳牛は満足してい

たか (1991)

3)古本史：乳質改善資料， No.89,11 (1992) 

4)北海道生乳検査協会：平成 3年度事業成

績書， 10, (1992) 

5) 全国乳質改善協会：総合的乳質評価体制

の整備 (1992)

6)川喜田 浜：日本乳業技術協会資料

No.41, 101, (1991) 

7)北海道乳質改善協議会：平成 4年度定期

総会議案， 7 (1992) 

8)川喜田 箕：乳質改善資料， No.92,

17 (1992) 

9) 北海道生乳検査協会：昭和60年度事業成

績書， 97(1986) 



黒毛和種去勢牛に
おける自給粗飼料
の効率的給与法に
関する試験

加藤三郎
(Saburou Katou) 

顧県畜産試験場

はじめに

牛肉の輸入自由化が決定されて以来，肉牛

肥育農家の間には生き残り方策としてますま

す高級牛肉生産志向が強まっているが，高級

牛肉生産を目指すあまりに肥育期間の長期化

と， それに伴う生産コストは増加傾向にある 。

また，肥育期間の長期化する中て‘肥育後半の

食い止り現象の発生により，肥育期間に応じ

た均ーな出荷体重を確保て‘きていないのが現

状てあり， このことが生産コストをますます

引き上げる要因となっている。

そのため， とうもろこしホールクロッフ サ゚

イレージ（以下「EWES」と略す）を用い，

効率の良い肥育を行なう上てのEWESの肥

育ステージ別適正給与量を明らかにすること

を目的に， EWESの給与割合を異にした肥育

試験を実施し，発育性，飼料効率，肉質等に

及ばす影響を検討した。

試験方法

1 試験区分と試験期間

試験区分は表 1に示したように肥育中期ま

てEWESを10kg定羅給与し，日本飼養標準I)

の肉用種去勢牛の期待DGl.0kgに必要な

TDN量の不足分を濃厚飼料て‘‘おぎなう A区，

肥育中期まて‘体重の1.2%の濃厚飼料を給与

し， EWESを自由採食させる B区，全期間粗飼

料をEWESとして，肥育中期まて期待DGl.O

kgに必要なTDN量を給与し，給与飼料の粗濃

表 1 試験区分

↑

↑

↑

↑

↑

 

濃

粗

濃

粗

濃

[

＿

区

区

区

A

B

C

 

前期 中期 後期

粗

対照区濃 ← 

DGI .OkgあてTDN量の不足量 → 自由

ewes 10kg → イナワラ自由
体重の1.2% → 自由

EWES 目由 → イナワラ自由
DGI .OkgあてTDN量 → 自由

粗濃DM比3: 7 粗濃DM比2: 8 

ewes ewes ewes自由
DGI .OkgあてTDN量 → 自由

粗濃DM比3: 7 粗濃DM比2: 8 
粗 イナワラ イナワラ イナワラ自由
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表 2 供試牛の概況

供試＊ 開 始 時
区分

頭数 日令 体重 体 高 胸囲

頭 日 kg cm cm 

A 区 3 (2) 310 253.7 113. I 145.3 

B 区 3 (I) 320 240.0 113.2 143.3 

c 区 3 (2) 309 249.3 115.4 145.0 

対照区 3 (I) 345 261 .3 115.8 147.7 

＊供試頭数の（ ）内は受精卵移植により生産された産

子で内数である。

表 3 供試飼料

(%) 

飼料名 DM DCP TDN 

肉用牛配合 87.0 12.5 71.0 

大豆粕 88.2 42.6 76.5 

フレークトウモロコシ 86. 6 6. 9 79. 9 

圧ペン大麦 87.5 7.6 74.1 

イナワラ 87.8 1.2 37.6 

ewes 24.o 1.1 15.4 

注） EWESは一般成分分析値に日本標準飼料成分表2)

の消化率を適用して求めた。

表 4 濃厚飼料の期別配合割合

（現物重量比％）

飼料名 前期 中期 後期

肉用牛配合 80 60 50 

フレークトウモロコシ 20 20 20 

圧ペン大麦 20 30 

DM比を肥育前期 3: 7, 肥育中期 2: 8と

するC区と全期間粗飼料をイナワラとして， C

区と同様の飼料給与をする対照区とした。試

験期間は各肥育期をそれぞれ150日間とし，昭

和63年12 月 13 日から平成 2 年 3 月 7 日まて•＇と

した。

2 供試牛

供試牛は全頭場内産て‘‘表 2にその概要を示

した。各区に受精卵移植て‘‘交雑種 (BXD)に

分娩させた産子を配分した。供試牛は 1日2

回制限哺乳，親子別飼い飼育て 5月齢前後て‘

離乳させ， 6月齢まて‘‘に無血去勢法て‘‘去勢し

て育成したものてある。

3 供試飼料

供試飼料は表 3に示した。また，濃厚飼料

の肥育期別配合割合は表 4のとおりとした。

⑱ 畜産技術 1993年 8月号

EWESは黄熟期の とうもろこしをシリンダ

ータイプのハーベスタてダイレクトカットし，

5面のFRPサイロに詰込んだものて， 5m'の

サイロ 1本を20日間程度て使い切るように取

り出し給与した。イナワラは 5cm程度に細切

して給与した。

4 飼料給与法

飼料給与祉は毎月 1回体重測定を行い，各

区の平均体重を甚に肥育中期まてはそれぞれ

の試験区分に見合った給与量を求め，朝，タ

1日2回に分けて給与し，肥育後期は各区残

飼料が常に出る様に給与した。朝の飼料給与

前に前日の残飼料を回収し，給与飼料と残飼

料の差を摂取祉として集計した。

5 管理

管理は各区毎の群飼とし， 一頭当り約8m' 

の牛房に収容して飼育した。給水はウォーク

ーカップによる自由飲水，給塩は固形鉱塩の

自由祇塩とした。敷料はオガコを使用し，毎

日10時から 13時まて供試牛を運動場に出し，

その間に牛房内の清掃を行った。その他の管

理は当場の慣行により実施した。

試験結果

1 発育成績

発育成績を表 5に示した。各肥育期末の休

重に差は認められないが， B区の終了時体重

が大きい傾向てあった。期間DGては後期にB

区と C区及び対照区の間に有意差 (P<0.05)

を認めた。全期間DGはB区が0.88kgと良い傾

向を示したが，差は認められなかった。

2 飼料摂取量

1日1頭当り現物摂取量及び全期間の象窓餌l

料摂取拭を表 6に示しt・ A区， C区， 対照区
'--゚

ては肥育後期に肥育中期より濃厚飼料摂取量

が減少したのに対し， B区は肥育後期に肥育

中期より 50%以上増加し，他の各区より



表5発育成績
(kg) 

開始時 前期 中期 後期 全期

区分
体重 末体重 期間DG 末体重

A 区 253.7 389.0 0.90 505.3 

B区 240.0 402.7 I .08 520.3 

c区 249.3 390.7 0.94 507.0 

対照区 261 .3 393.7 0.88 529.3 

沿異符号間に有意差あり P< 0.05 

表6 飼料摂取量 (1日1頭当たり現物量）

(kg) 

区分 前期中期後期 全期総量

A 区濃 5.5 7.3 7. I 2986 

粗 9.5 9.0 
0. I• 2795* 

0.9 132 

B 区濃 4. I 5.7 8.6 2757 

粗 16. I 
0.1• 4363* 

12.3 ゜ 149 I. 

C 区濃 5.5 7.7 6.9 3010 

粗 9.8 6.3 5.8 3275 

対照区濃 6. I 8.4 7.7 3332 

粗 2.3 I .5 0.8 687 

注）＊粗飼料の上段はEWES、下段はイナワラの摂取

量を示す。

1.9~ 1. 7kg多かった。一方， B区のEWES摂取

鳳育中期に肥育前期より 3.8kg減少した。

l 1 kg増体に要したTON量

1 kg増体に要した養分批のうち， TDN凪を

表7Iこ示した。 B区が各肥育期とも少ない傾

向てあり ，全期間ては0.8kg以上他の各区より

少なかった。 C区，対照区は肥育後期に11kg以

上C飼料効率が悪化した。

I健康状態

蹟期間中を通じて疾病の発生はみられな

l 
'った。と殺時に各区とも主要内臓に著変は

I 
,(, 対照区の 1頭に砂粒状の膀脱内結石が

衷i枝肉成績

区分 冷と ロース パラの 皮下 歩留

期間DG 末体重 期間DG 期間DG

0.78 598.0 0.62 0. 77 

0.78 637.7 0.78a 0.88 

0.78 583.0 0.51b 0.74 

0.90 608.7 Q.53b 0.77 

表 7 1 kg増体に要したTON量 (kg) 

区分 前期 中期 後期 全期

A 区 6.07 8.68 9.05 7.75 

B 区 5.03 7.75 8.71 6.92 

C 区 5.81 8.56 11. 77 8.13 

対照区 5.98 7.46 11 .32 7.78 

わずかに認められたのみてあった。

5 枝肉成績

試験終了後24時間絶食させた後にと殺し，

72時間冷却後の枝肉成績を表 8に示した。ロ

ース芯面積はA区が太く，歩留碁準値も高い

傾向てあった。 B区， C区，対照区のロース芯

面積やバラの厚さはほぼ同じてあったが，皮

下脂肪はB区がやリ厚く，歩留基準値も B区が

72.0%と最も低かった。肉質面てはB.M.S.

Noは全体て 2-8の範囲て‘あり， A区が脂肪

交雑，肉のしまり・きめ，脂肪の光沢・質も

相対的に良く， B区と対照区ははば同じ肉質

てあった。

考察

全期間のDGはホールクロップサイレージ

-- 体重量 芯面積 厚さ 脂肪厚 基準値
BMSN 光沢等級 しまり 脂肪光沢 枝肉等級

0. きめ等級質等級

A 区 364kg 48.3cm' 6.3cm 1.4cm 74.0 6.0 4.3 4.3 5.0 A-4.3 
8区 403 43.0 6.0 2.2 72.0 4.7 4.0 3.7 4.7 A-3.3 
C 区 357 41.0 6.0 I .5 72.9 5.3 4.3 4.0 4.7 A-4.0 
聰区 365 43.3 6.1 1.6 73. I 4.7 3.7 3.7 4.0 A-3.3 -...: 

畜産技術 1993年8月号 . 



を多給した郷間ら叫三代ら4>,ewesを日量

5 kg程度給与した中丸ら 5)の24月齢以降の

DGより良い傾向てあった。一般にDGは肥育

後半に低下を示すが，今回の試験のA区， C

区，対照区や三代ら 4), 中丸ら 5)の成績ても肥

育後期にDGは低下している。しかし， B区は

肥育中期と同じDGを維持した。肥育後期の

DGの低下は養分摂取量の90%以上を依存す

る濃厚飼料摂取量が肥育中期より増加しない

ためてある。 B区は肥育中期まて‘‘濃厚飼料給

与割合を体重の1.2%に制限し， EWESを自

由採食させたが，肥育中期まてのDGは他の各

区とかわりなく，肥育後期に濃摩飼料を自由

採食させることにより，肥育中期より濃厚飼

料摂取量が50%以上増加し， その結果として

肥育中期と同じDGを維持て‘‘きたと思われる。

1 kg増体に必要なTDN量は体重の増加に

伴ない増加するのは当然て‘‘あるが，体重が大

きくなっても DGが高ければ，極端に 1kg増体

に必要なTDN量は増加しない！）。そのため，

全体の飼料効率の向上を図るには肥育後期の

DGをいかに高く維持するか，即ち濃厚飼料摂

取量を肥育中期より多い状態を維持て‘‘きるか

が課題てあり， EWESを利用する肥育におい

てはB区の飼料給与方式が有効と思われた。

中丸いはEWESの制限給与ても，粗飼料と

してイナワラ給与より明らかに増体や飼料効

率はすぐれ， その差は月齢が多くなるにした

がって大きくなったとしている。しかし，今

回の試験て''A区やC区は対照区との間て''DG

や飼料効率の有効性はみられなかった。この

違いは対照区の肥育中，後期の濃厚飼料摂取

量が比較的多く，そのため全期間DGが良かっ

たためと思われる。

肉牛肥育経営て‘‘は肥育牛を事故なく健康て",

かつ，個体間の発育のバラッキの少ない状態

て全頭出荷することが，経営の中て‘低コスト

＠ 畜産技術 1993年8月号

化に寄与する大きな要因となる。今回の試験

てはB区のDGのバラッキがや>大きかっt

ものの，各区とも疾病の発生はみられなかっ

た。中丸ら 5)はEWES給与てはみられな疇

石障害が， イナワラ給与て‘‘は24月齢過ぎから

頻発し， と殺時に膀脱内結石がかなりの蘭み

られ，肝蛭寄生，肝萎縮もみられたとしてお

り， EWES給与は粗飼料イナワラ給与に比

ベ，健康て‘‘安定的に肥育て‘‘きる自給粗飼料と

いえよう。

肥育においては発育性や飼料効率と共に肉

質が重要て‘‘あるが， EWES給与による肉質面

への悪影響はほとんどなく， C区の 1頭が皮

下脂肪層にわずかに黄色化がみられたが，探

層脂肪には何ら問題はなかった。しかし，脂

肪交雑はB.M.S.No.て,,2 -8の範囲て‘ヽ ，肉質等

級は各区とも決して良いものてはなく，三代

ら4)' 中丸ら 5)の肉質成績より明らかに劣って

いた。肉質，特に脂肪交雑は血統に大き（左

右されるが，今回の供試牛は全頭場内産てあ

り，雌牛側の肉質面ての改良レベルに差があ

るためと思われた。

まとめ

黒毛和種去勢牛の肥育においてEWESを

用い，効率の良い肥育を行う上てのEWESの

肥育ステージ別適正給与量を明らかにす認

め， EWESの給与割合を異にした肥育試験を

実施し，以下の結果を得た。

1 全期間のDGはA区0.77kg,B区O.88kg, 

C区0.74kg, 対照区0.77kgて•'B 区が良い傾向て‘

あったが，差は認められなかった。

しかし肥育後期のDGはB区がC区，対照区

より有意 (P<0.05) にすぐれた。

2 B区の 1日当り EWES摂取量は肥育前期

16. lkg, 肥育中期12.3kgと肥育中期に低下し

た。全期間のEWES摂取量はA区2.St, B区

-.ollll 



J.4t, C区3.3tてあった。

！肥育後期の濃厚飼料摂取最はA区， C区，

謄区て肥育中期より減少したが， B区は 1

廿当り8.6kg摂取し，肥育中期より 2.9kg, 他

砕区より 0.9kg以上多かった。

1全期間の 1kg増体に要したTDN量はA

屈7.75kg B区6.92kg C区8.13kg, 対照区

1.78kgとB区が良い傾向てあった。

；枝肉成績ては全体のB.M.S.No.は 2-8, 

耀等級は各区平均て''3.3-4 .3 て•', A区が相

対的に良く， B区と対照区はかわりなかった。

it, ewes給与による肉質への悪影響はみ

られなかった。

以上のように肥育中期まて｀濃厚飼料給与割

合を体重の1.2%に制限して， EWESを自由

採食させ， 肥育後期に濃厚飼料を自由採食と

謬飼料給与方式が発育性，飼料効率の面て‘‘

ずぐれ，肉質への悪影響もなく， EWES給与

はる肥育方式として有効て‘‘あると示唆され

t。
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平成5年度畜産技術協会か行う出損t事i業Kの御案内

畜産技術協会は，生物系特定産業技術研究推進機構（生研機構） と共同して出査する事業を行なっ

ております。本年度も昨年度に引き続いて，下記の要領て出資申し込みを受ける予定てすのて，,，御案

内します。

記

1 . 出資の対象は，基礎研究又は応用研究段階から実施する，畜産先端技術に関する試験研究を行な

う法人で生研機構のはか 2以上の企業等が出査することが条件てす。

2. 申込み受付時期は平成 5年10月中，下旬を予定しております。詳細は，当協会にお問い合せ下さ

し、

゜
〒113束京都文京区湯島 3-20-9 畜産技術協会 電話03(3836) 2301(代 F AX03 (3836) 2302 
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ハイテク時代の情報発信拠点

宮城県畜産試験場
高橋功 (IsaoTakahashi) 

宮城県畜産試験場長

はじめに
独眼竜伊達政宗は仙台城に移る前，天正19

年 (1591年）から慶長 8年 (1603年）まての
いわでやまちょう

12年間岩出山町に居城しました。この岩出山

町に宮城県畜産試験場があります。また，当

町には縄文時代早期の堅穴住居跡や旧石器等
ざざらぎ

が出土した座散乱木遺跡， 7-8世紀に造営

されたとみられる川北横穴古墳群があり，さ

らに現存する藩校のなかては日本最古の学問所

といわれる有備館があって「歴史と学問のまち

岩出山」のとおり静かなたたずまいの町て‘‘す。

この様な環境の中て当畜産試験場は県の行

政や普及から求められている技術の開発に取

組んて‘‘います。

本県の農業は以前から良質米の産地として

稲作を中心に発展してきましたが，農業粗生

産額約3.000億円のうち米51%,畜産31%,園

芸15%, その他 3%と畜産は米に次ぐ‘甚幹作

目として複合経営の重要な部門となっており

ます。

従って畜産に対する農家の期待は大きく，

平成 5年度県農政の甚本方針の中ても「地域

に根ざした魅力ある畜産の推進」を重点目標

として掲げており，肉用牛については「伊達

な和牛の郷づくり運動」の展開，乳用牛につ

R 畜産技術 1993年8月号

いては「酪農ヘルパー制度の拡充」，養豚は系

統豚「ミヤギノ」を核とした新たな養豚振興

計画の樹立や「ミヤギノポーク」の銘柄化等

を強力に推進するとしております。

一方，農村の混住化が進む中ての環境問題

や新しい担い手の確保等，畜産を健全に発展

させてゆく上て‘‘頭の痛い問題があるのも他開

と同じてあります。

沿革

大正10年，刈田郡白石村（現白石市）に宮

城県種畜場が開設され，昭和 7年には加美群

色麻町にあった種馬育成所が県に移管され，

加芙種畜場となりました。

昭和24年，玉造郡西大崎村（現岩出山町）

にあった農林省宮城種畜牧場の廃場に伴い，

その施設を県が譲り受け，種畜場，加美種畜

場を統合移転し綜合的種畜場となりました。

昭和48年，県農業試験場の移転と再編整備

に伴い農試畜産部と合併し県畜産試験場と改

称し平成 5年 4月て''20周年を迎え現在に至ljつ

ています。

概要
畜産試験場は，仙台市から北へ約50kmの他

点にあり，総面積117ha, うち建物敷地16ha,

飼料畑・牧草地がlOOha,その他山林等 1ha1 



りりよす。

麟は下図のとおりてあり，研究所内は 3

飢 7科から構成されています。
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稔人員は56名て‘‘事務職員 4名，技術職員23

名，現業職員29名てあります。

家畜の飼養状況は乳牛70頭， 肉用牛50頭，

罪（系統豚中心） 90頭，にわとり 2600羽と

tなっています。

主な研究内容
1)酪晨肉牛関係

乳牛については，高品質生乳の生産技術並

びに裔能力牛の哺育育成技術を， 肉用牛につ

いては，低コスト肥育索牛生産をねらい，交

侑種による双子生産技術，産肉情報の分析，

誌質牛肉生産の最適な肥育管理法，種雄牛

翡のための産肉能力検定を実施しており，

受精肌関係については，正常胚の安定生産技

駐凍結保存技術，体外受精等に取組んて‘‘ぃ

iす。

！）養豚関係

職豚「ミヤギノ」の普及促進を重点に原々

騎維持とその効率的飼養法の究明，有効利

胴を闊るための交雑方式と高品質豚肉生産技

騎0検討の他，豚受精卵移植技術，豚精液の

蛙保存技術など系統豚の能力を十分発揮さ

屯るために必要な試験研究に取組んて｀‘います。

剛應飼料関係

鱚飼料については， 自給飼料の低コスト

籠生産と高品質粗飼料の安定確保をはかる

｀良品種の選定，栽培調製技術，飼料作

勒生産特性と気象との関連の解明等を，環

藉i飩関係については，全天候型良質粗飼料

調製技術，混合飼料の調製貯蔵システム化と

流通技術の開発，堆厩肥連用圃場て‘‘のミネラ

ルバランスの改善技術などに取組んて‘‘います。

成果の普及
得られた成果については，「普及に移す技

術」として普及組織を通じ農家に伝達すると

ともに，あわせて研修会等も実施しています。

また成果情報として宮城農政情報システム

にデーターベース化しています。

以上の試験研究を中心とした業務の外に畜

産振興事業として，優良乳用種雄牛選抜高度

化事業のステーション検定第17期を検定中て‘‘

ありますし，肉用牛については近くに所在す

る県営岩出山牧場が検定場となっていること

もあり肉用牛集団育種推進事業の直接検定，

間接検定の立会や対象牛の選定及び産肉調査

等に直接係っております。

また，検定済の肉用種種雄牛は候補牛を含

め常時20頭前後を繋養しており， このうち甚

幹種雄牛 9頭の精液を県内の繁殖農家に供給

しております。本事業により選抜された県内

産種雄牛は高く評価されており家畜人工授精

用精液の需要量のうち70%のシェアーを占め

ております。このため肉用牛を中心に当場へ

の見学者も多く，県内だけてなく東北各県や

関東，四国等県外からの視察見学が最近増え

てきております。

受精卵移植関係て‘‘は技術の開発と研修の場

として平成 3年に新しい施設を完成し，県農

業共済連家畜診療所及び受精卵移植師の協力

を得ながら受胎率等の実績（平成元年以外

60%以上）を着実に伸ばしております。

養豚関係て‘‘は系統豚の維持推進事業として

効率的な維持管理と能力のチェックを行なっ

ておりますが今後は栄養管理による排泄物の

成分制御に取組む計画てあります。

鱈 技 術 1993年 8月号 . 
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ポリヴィア畜産を垣間見て
安田侃也 (YasudaKanya) 

平成 3年 7月から平成 5年 3月にかけてボ

リヴィア共和国家畜繁殖改善計画にチームリ

ーダーとして参画し，この程帰国した。ボリ

ヴィアの畜産事情については統計類が整備さ

れていないため，論ずることがはばかれるが，

この稿て‘‘はプロジェクトに係わってきた範囲

のなかての知識に限らせていただきたい。恥

ずかしながら， まさに垣間見てきただけて,,あ

る。

ボリヴィアという国の名前は私て‘、さえも知

っていたが，位置関係というとさっぱり分か

らなかった。南米というと，ブラジル，アル

ゼンチン，チリ，ペルー コロン‘ヒア程度は

殆どの人がその位置を知っている。ボリヴィ

アは残りの何処かに位置しているわけだが，

なかなか言い当てられない。他人から聞かれ

た時など私はプラジル，アルゼンチン，パラ

グアイ，チリ，ペルーに取り囲まれていると

ころと説明している。ペルーとの国境にチチ

カカ湖があり，国名よりもそちらの方が日本

人には馴染みがある。国土の面積は日本の約

3倍，人口は約630万人あることになっている

（センサスがいい加減にやられていることを

目撃した。）。首都はラ・パスて‘` 人口が約100万

人程の都市てある。中心部の標高がちょうど

富士山の項上付近に当たり，ご存じの方もあ

るかと思う。飛行場は隣市エル・アルトにあ

るが，ここの海抜が4,080mという。空気抵抗

がないのて‘ヽ ，飛行機は滑走路をぎりぎりまて‘‘.., 

農林水産省大阪肥飼料検査所

使ってようやく離陸する 。飛び上がるまてぃ

つもひやひやさせられるというスリル満点の

飛行場てある 。空気抵抗て‘思い出したが，こ

こには世界て‘、も標高の高さては， ー，二を争

うゴルフ場がある。標高は大分下るが， 3,200

m位だという 。瓦礫のなかに緑豊かなゴ';v7 

場が広がり，何とも異様な光最てある。空気

抵抗がないのて‘‘理論上良く飛ぶし，スライス

もしないと聞けば行ってみたい人もいるだみ

うが，私の腕程度ては良く分からなかった。

腕に自信のある方は是非挑戦されたら如何t'

ろうか。

飛行場からラ・パスまての道すがらの光景

は目を見張らせるものがある。ここては脈行

者がよく高山病に襲われる。早く 言えば酸欠

状態になり，頭痛，吐き気に襲われる。個人

差はあるが，かなり重症の人も何人か且撃し

ている。これだけは代わってあげることは〈

きず，せいぜい薬を分け与えるか，酸素ボン

ベを調達してくるかしかお手伝いがてきない。

病人には本当に気の毒な状態が続く 。平気な

人もあるが，坂道を登ったりすると息が切れ

るのは誰ても経験する。この症状はプロジェ

クトのあるサンタ・クルス（海抜400mぐらい）

に戻ってくるとケロッと治ってしまうのだか

ら不思議て‘` ある 。

初っぱなから畜産の話から脱線してしJ-'J

たのて‘，少しはそれらしい話をしなければな
、、ある

るまい。なにしろボリヴィアは畜産国て

_.,,, 
~ 
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無償資金協力でできた本部，研修棟

（平成 3年II月竣工）

（ポリヴィア家畜繁殖改善計画）

から。

点リヴィアは肉用牛，乳用牛，豚，馬， に

bとり，めん羊の外この地方独特のアルパカ

及びリャマが家畜として飼われている。アル

rイプラノと呼ばれる標高の高い地方ては毛

約生産及びタンパク質の供給源としてめん

羊， アルパカが，運搬手段としてはリャマ及

Lioバが重宝されている。アルパカのセータ

ーはポリヴィアの代表的なお土産になってい

；。

この国には肉用牛は540万頭いるといわれ

ており，ベニ州とサンタ・クルス州て‘‘その 7

~Iを占めるという 。 純粋種はセブー系のネロ

丸グセラ，ジールなどが飼われているが

尻々たるものて‘ヽ，殆どはクリオージョと呼ば

闘雑種てある。飼養形態は放牧とはいいな

サら最も粗放的なそれてある。クリオージョ

筏ブーは一般に粗食に耐え，疾病にも強い

りて，一概に否定て‘‘きないが，生産性及び肉

観いう面から見ると改良は避けて通れない。

械1よ殆ど輸出されず，国内て｀消費されてい

；。国民一般層にはまだ電気冷蔵庫が行き渡

ぅていないのて‘ヽ，牛肉は十分熟成しないうち

＂されている。我々にとっては少々硬め

てhるが，ボリヴィア人にはこれが当たり前

~ 

てある。牛肉の値段はキロ当たり lOBs(ボリ

ヴィアーノス， 300円程度）て‘ヽ ，部位による値

段の差は余りない。

肉用牛の出荷風景は壮観て‘‘ある。数百頭の

牛群を数百キロに亘って移動するものて‘ヽ，前

後にバケーロ（カウボーイ）が 3, 4人付い

ている 。長時間かけてサンタ・クルスの屠畜

場近くまて来ると牛は体力を消耗して，体重

はかなり減少してしまう。そこて‘ヽ，近郊の牧

場を借りて家畜の体重の回復を待ちながら，

少しづつ太ったものから出荷していくことに

なる。

乳用牛は14万頭といわれ，全国に隈なく飼

セプー牛（グセラ種）



乳牛の放牧風景

養されているが，気候的にも適したコチャバ

ンバ州が技術面からも進んて‘‘いるように見受

けられた。飼蓑品種はコチャバンバ州はホル

スタイン種，サンタ・クルス少卜1はホルスタイ

ン種及びプラウンスイス（パルドスイソ）種

の純粋種及びその雑種てある。 1, 2頭飼い

の零細農家ては搾乳目的て‘クリオージョが飼

われ，結構その役を果たしているものも見ら

れる。粗放的な放牧形態て', 1頭当たりの搾

乳量はかなり少ないが，あまり気にしている

様子も見られない。日本の乳等省令のような

規制もないのて，乳質が悪いが，乳質改善の

努力がなされているとは言えない。飲用需要

が少ないのて］生産された生乳の多くはチー

ズ造りに回される。このチーズは熟成の初期

に消費されるのて‘ヽ，癖がなく日本人好みてあ

る。ただ心配なのはブルセラ，結核など人畜

~ 
アルチプラノの緬羊の放牧

~ 

共通伝染病があることて‘ヽ，特に生食する場合

はつい遠慮してしまいたくなる代物てある。

ボリヴィアは世界の最貧国として位置づけら

れているのて‘ヽ，援助物資としての脱脂粉乳が

酪農界の発展を阻害しているとの悩みもある

ようてある。

総論的な話が長くなったのて‘ヽ，プロジェク

トての身近な体験等から見たボリヴィア畜産

の現状について少し述べてみたい。

プロジェクトが活動しているのは標裔400

mちょっとといわれるボリヴィア第 2の都市

サンタ・ク）レス市てある。人日は年々増加し

ているようて現在約70万人てある。南緯18度

の熱帯，勾配千分の一の平担地て，河は大き

く蛇行している。プロジェクトはサンタ・ク

）レス市の北23kmにある。 日本政府の無償資金

協力によって建設された。

アルバカの放牧風景

~ 



ヽ
がプリエル・レネ・モレノ大学獣医畜産学

靡はプロジェクトのカウンターパート機関て‘‘

昴。教授陣のレベルはお世辞にも良いとは

駐ない。設備も貧弱て‘ヽ，予算も思うように

罪てきない。唯ーフ゜ロジェクトが自慢の施

託ある。学生数はその数移しいが，卒業生

,l年間30人程度しかいない。

周辺の肉用牛経営は先程も述べたように粗

化的な放牧形態てある。自然草地に放牧する

tけなのて‘ヽ，乾季の草が不足するころになる

沖は極端に発育が遅れる。雨季になってや

りと発育は回復に向かうが，遅れを取り戻す

；とはてきない。乾季の餌不足が原因だとは

分かっていても，貯蔵飼料を作るまてのこと

,lしない。そのため，初同種付けは25, 26か

稽になるまて遅れる。その遅れが出荷まて‘‘

iらせ，発育不良と相まって出荷は 3歳，体

!JOOkg程度が標準的となっている。これには

吐けがある。プ ロジェクトの調査によると

請された雌牛の70%は妊娠しているという

眈られない話もある。

大きな牧場は大抵オーナーがいて牧夫を雇

＇ヽ，管理は彼らに任せて時々 見にいくだけと

,＼うケースが多い。オ ーナーのなかにはォ、ロ

ーレのプリーダーとして熱心な人もいるが，

れは金持ちのステータスシンボルとしての

猜が多い。その証拠に生産性の向上には余

頃味を示さない。従って家畜の改良，飼養

骨の改善が前進しない。コスト計算をして

！せても， もともとコストなしのようなもの

9、1から実感が沸かない。むしろ手間がかかる

心の方が強調されるのて，協力が得られな

ことが多い。

絡晨経営ても同じようなケースてある 。オ

ナーは牛を知らないから全頭同じように搾

虹いると思っているが，中には 3Qしか

20 Qも出すものもいる。

~ 

~ 

優良農家のネローレ種（セフー牛）

牧夫は搾乳するのが任務て‘‘，牛の能力の有無

は彼らには関係ない。オーナーに聞かれなけ

れば注進もしない（ここいらが何とかならな

ければ改善には導けない。）。プロジェクトの

指導て‘漸く生産検定が動きだしたが，参加者

が少ないのも無関心の現れてあると思ってい

る。

人工授精の技術移転を通じて家畜改良を推

進することがプロジェクトの主な目的てはあ

ったが，最初は前述のような畜主の無理解も

あって進捗ははかばかしくなかった。このよ

うな動向もアメリカからの種牛の導入（日本

の援助）によって徐々にてはあるが，改善さ

れつつあり，漸く日本人専門家の努力に花が

咲きそうてある。貯蔵飼料もバンカーサイロ

を作るところも現れるなど効果が見られるよ

うになってきている。

このプロジェクトは平成 6年 9月て‘‘協力期

間が終了することになっている。任期終了前

に帰国してしまい，最終段階に立ち会えなか

ったことについては非常に残念に思っている。

現在派遣中の専門家の方々の今後のご活躍を

祈念してこの稿を終わります。



一氾闘尋

インドネシア家畜人工授精センター強化計画に参菰して
池田森男 (IKEDAMO RIO) {tl)家畜改良事業団盛岡種雄牛センター

1 プロジェクトの概況

インドネシア（以下イ国）は1968年から国

家開発 5ケ年計画（ペリタ）を策定し，食料

生産の増大と効率化を図り，石油依存体制か

らの脱却を計った。1984には米の自給に成功

し1984年からの第 4次より 量から質への転換

と同時に畜産も対象となった。国民栄養の改

善 ・労働人口の吸収・外貨の節約部門として

期待された。

イ国は役牛 (1990年1016万頭）• 水牛

(336)・ 山羊 ・緬羊・地鶉・家鴨が多く，乳

牛 (20.3)・肉専用牛・豚・採卵鶉・ブロイラ

ーは少ない。乳牛は植民地時代にオランダ人

の需要を満す為ジャワに輸入されたのが初り

て‘ヽ，熱帯には珍らしく純粋のホルスタインが

多い。

1984年 Bイ年次協議て‘イ側から家畜人工授

精プロジェクトの要請があり， 3回の調査団

と1名の長期調査員の派遣後1986年 2月R/D

が署名され， 1986年 4月から 5ケ年計画て開

始された。

協力内容は 1)凍結精液の製造についての

技術指導 2)人工授精についての技術指導

3)人工授精及び後代検定技術者に対する研修

4)種雄牛の後代検定の手法の開発及び評価法

の確立 5)繁殖障害の予防及び飼養管理（生

乳に 関する 衛生を含む）に関する技術指導

6)指定 した地域に於ける 2)4) 5)に掲げた事業

,,. ⑲ ユ~993年 8 月号~

についての技術に関する展示 7)その他プロ

ジェクト事業に必要な指導上の助言

1990年10月の合同評価調査団により 1993年

3月31日まて,,2年間の延長となり，本年3月

末てプロジェクトは終了した。現在専門家2

名によるホローアップが 2年間の予定て後代

検定と検定農家の飼養管理改善を中心に行b

れている 。乳牛は 当初主 として衛冷地（標篇

400m以上）て‘‘飼われていたが，近年は低地i:

も飼われている 。在来の乳牛の他近年は晨協

が金融機関から低利の融資を受けオーストう

リヤ・ニュージーランド（以下NZ)・アメ リ

力等から年間約 2万頭を輸入して農家に貸付

し，分娩後毎 H牛乳 3L代を返済させている

が，繁殖成績が悪く増加率は低い。

イ国の人工授精は1972年NZ・ベルギーの援

助て｀凍結精液が輸入されたのが初りて， 1976

年NZの援助て‘、レンバンて凍結精液生産が始

まった。 需要の増大て東ジャワにベルギ-~

援助て州立のAIセンターが設立されたが，暑

熱と狭小の為現在地（海抜3339mアJVジュJ

山麓標高820m)に移転し国立となった。1985

年NZの援助が終了 し，整備の取残されたシン

ゴサリの強化拡充が要請された。

2 技術協力

1)人工授精： NZ式の脱脂乳希釈から
トリス

並され，
糖液に変更し融解後の活力維持が改ロ

近い将来イ国ては本法に統一される。分が

一



輯による精子数換算表の作成， コールドボ

ックス内の精液処理， コンピューターによる

撻・配布・保管管理システム，グリセリン

咽時間短縮， フィールドモニターによる受

箭状況把握等を指導し，品質の向上と共に

rns6年の23万本生産から 1992年度の96万生

昏103.8万配布（在庫繰越を含む） と増加し

t。毎年人工授精師の養成と繁殖障害の研修

祈ったが1991年からイ側独自て｀開催出来る

樹：なった。

11繁殖障害：センターてはC/Pに種雄牛の衛

生管理・防疫・削蹄等， フィールドては農協

漂医に繁殖障害・内外寄生虫・皮膚病・乳

騒削蹄等を指導した。 ETもデモンストレ

ーションを行った。

阻養管理：センターて‘‘は種雄牛の飼料給

与・柑飼科生産（牧草・サイレージ・乾草生

産），フィールドては検定農家の飼養管理（哺

t・カウハッチ・半乾草・育成・繁殖・搾乳・

牲虫駆除・飼料・削蹄・パドック・ロープ

我・AIと搾乳記録等） を指導

贖代検定：供与の未検定雄 3頭を東西ジャ

り (f)lO農協て•'1,012頭に授精し， 321頭の娘牛

を生産， 105のデータて,,SIRE Bが＋

IJl.5(ETA)て選抜された。第 2回は前回の

頃と日本て検定した 3頭の計 5頭てゞジャワ

湘の 1国立牧場・ 30農協の3583頭に授精し，

而6頭の娘牛を得て現在授精中てあり，一部は

磯・検定中てある。農家の管理レベルが低

（，繋殖・乳量記録の精度が悪いのて‘、ジャワ

湘に 4戸のパイロット農家（以下PF) とそ

源属する農協・州畜産局の支局をモデル地

い， PFに濃密指導を行った。その後農協

評は支局の支援を得て隣組（コロンポック）

！ーダーにPFを教材として指導し，受講リー

ダ、は自分の組内農家に伝達させた。程度の

紐有るが予想以上の効果があり，現在農協

は更に他のリーダーヘ，支局は他の農協，州

は他の支局への指導を始めている。

5)プロジェクトの総括： (1)派遣長期専門家12

(2)短期専門家27 (3)C/P研修35 (4)供与機材

2億 6千万円 (5)中堅技術者研修457名 (6) 

セミナー開催 5回（共進会を含む後代検定3・

PFシステムの飼養管理改善 2) (7)その他の

ローカルコスト負担（給水・圃場整備・牛舎

の新設と改修・研修用実験棟と堆肥舎新設・

飼料庫及び道路補修等） (8)調査団派遣 8回

3 インドネシア事情

イ国はヨーロッパに匹敵する地域に約14千

の島からなり，陸地は日本の5.2倍て‘‘約 1億8

千万の人口の70%はジャワに住んて‘、いる。約

300の種族と 250の言語があり，イ語は共通語

として1927年マレーシア語を基礎に作られ，

義務教育の小学校 (6年）は 2年迄種族語，

3年からイ語て‘‘教育される。学制は殆ど日本

と同じて‘‘，人数が多いのて小～高校は午前午

後の 2部制てあり，殆ど全員が小学校に入る

が途中脱落が多いと言われる。子供 2人の家

族計画が指導されているが強制て‘‘はなく，か

なり低下したが現在も人口増加率は1.7%と

推定される。現在中学生の年代が最も多いと

され，数年後の失業問題が心配されているが，

最近韓国・台湾・日本等の合弁企業が都市郊

外に続々と大工場を建設しており，幾らか緩

和されるものと思われる。この10年特に近年

3年間の変化は目覚ましく，在住していた

我々も驚いた。

4 インドネシアの 7不思議

1)各国からの輸入牛も在来牛も何処の農協て‘‘

聞いても日量10kgと言われ不思議に思って調

べたら 8-lOkgてあり， それに見合う程度の

飼料しか与えられていない。粗飼料・配合の
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、
不足と米糠の過給が一般的て‘ヽ，大旦の水を入

れたドプ飼い・粗飼料給与時間の偏り（午後

に1日分を与える等）．搾乳時刻の偏り（朝 5

時と昼 2 時等）・引張り搾乳•発育不良（初産

350kgは珍らしくない）等管理不良てある。

2)ジャワ島人の大部分はイスラム教徒て‘‘酒は

飲まない筈てあるが市内に酒屋は多い，キリ

スト教徒以外は人前て‘‘飲む事はないが，夜に

良く眠れると称して養命酒の様なオランツア

（老人）を飲むらしい。田舎へ出張した時に

試して見たがかなり強く，味も結好いける。

3)市内はバイクやスクーター（サブリナが乗

っていた型）が氾濫している。 240-400万RP

て‘‘センター中堅職員の給料の約20倍てある。

車の輸入は禁止されており，毎朝新車を満載

したトラックが市内を走っている。 100-110

ccて‘‘白バイも同じてある。ホンダ・スズキ・

ヤマハが主力てある。

4)日本ても有名なボロブドールは中部ジャワ

のジョクジャカルタの北西約60kmにある観光

名所て‘‘約170年前に発見される迄地元の人も

知らなかった仏教遺跡て‘インドにもない優れ

たものとされ，あれ程大規模な遺跡が地中に

埋もれていたとは不思議て‘ある。ジョクジャ

の東にはプランバナンのヒンズー遺跡があり，

ィスラムに依って破壊されたものを修復中て",

これも規模壮大てある。

5)ジャワには3000m級の山が沢山あり，活火

山も少くないが殆ど地震がない。若し大きな

地震があれば大変てある。 3階以下の建物は

柱に 6番線が数本入っているだけて‘‘壁は石灰

を混ぜたセメントて‘‘固めた煉瓦積みてある。

壁に窓や入口を作る事はいとも簡単て‘ある。

大きな建物の梁は流石に鉄筋や鉄骨が入り，

高層建築は鉄骨コンクリート作りてある。屋

根は垂木に索焼の瓦が乗せてあるだけて‘‘雨季

の大雨の時はかなり立派な建物ても雨漏りは

常識て｀ある 。

6)イ国には可動式パラボラアンテナが普及し

ており，我家て‘、もイ国の他タイ・マレーシア・

フィリッヒ°ン・モスクワ・ペキンの10局が受

像出来た。他国の衛星利用と思っていたらイ

国が他国に貸している。この国は実験用原子

炉を持ち，航空機を生産している。最近目憬

用回線が増設され， ビジネスマンの多くは携

帯電話を持っている 。一方普通の農家は鎌と

鍬と竹籠だけの農業て‘ヽ，天に至る田畑を山爾

迄伐り開いた農民は余りにも勤勉なのて晨具

が発達しなかったのてあろうか。それに較べ

公務員の意欲の無さ・不正は目に余り，特1:

警察が酷い。

7)ジャワのトイレは和式トイレからキン隠し

を取除き，足踏場を付けた形て‘、どちらを向く

のか分からない。 トイレにはその他に水胆

手柄杓だけて‘‘紙も手拭きも無い。紙を使わな

いて‘‘左手と水て''i先うとは聞いていたがどうな

っているのか悩んて‘‘しまう。某プロジェクト

の H本語の達者なC/Pに尋ねた所「子供の碩

から練習しているのて目標に集中するから余

り周囲は濡れないし，濡れた所は自然に乾く」

との事てあった。某専門家がマレーシアてC/

Pに手て洗うのは汚いと話した所「若し貴方

の手に糞が付いたらどうする」と問われたの

て「石鹸をつけて水て‘洗う」と答えた。「そう

だろう。水の方が奇麗になる」と言われtそ

うてある。 トイレの附近には必ず石鍮と手氾

いがあるのには感心する。

日本人もイ国に行くと「じぬし」は忽ち水

洗式となり，大変具合いが良いそうてある。

最近は日本ても流行している様子てある。従

ってこの国ては他人に物を渡す時に左手は禁

物てあるのて注意したい。

（追記）ジャワは日本人のルーツてはないか

と思う位住民の所作は日本人に似ている。
又



一
麟は日本の昭和30年代前半のそれと酷似し

ている。酪農の基礎技術のレベルアップの為

〇協力が望まれる。

‘ 

'" 

l台湾専門家指導のカウハッチに飼槽と水槽を取

付けた。

東ジャワ州ジョンパン県のパイロット農家にて

②パイロット農家裏庭に出来た竹柵パドック。

中部ジャワ州クラテン県ジャティノム村にて

③ "ジャワにも駒踊り？＂

予 検定娘牛の発育共励会のアトラクション

iJ _.. 中部ジャワ州ポョラリ県にて
~ 

I 



國廉協力情輯

インドネシア畜産アドバイザー日記(3)
（インドネシア畜産事情あれこれ）

緒方宗雄 (OGATAMuneo) インドネシア農業省畜産総局
畜産政策アドバイザー

インドネシアの畜産に触れて，あれこれと

感ずることは少なくない。前号て述べたこと

を補足する意味て‘ヽ ，断片的て‘‘はあるが，畜産

事情のいくつかを紹介してみたい。

酪農経営の課題をひろう
ィンドネシアの酪農が急速に発展拡大して

きたことは前号にも述べた。酪農は農家にと

って魅力的とはいうが，現在の生産者乳価は

約450Jレヒ°ア／リットルて", 3年前とあまり変

っていない (1米ドル=2,000Jレビア）。ーカ，

スーパーての市乳は， 2.000-2. 500; レビア／リ

ットルて］生産者価格の 4-5倍もすること

になる。日本てはこの比率は約 2倍て‘ヽ ，最近

訪ねたフィリヒ°ンては， 2.5倍程度てあった。

日本ても 30年前は約 3倍て‘‘，生産者，乳業メ

ーカー，それに牛乳小売店の 3者がそれぞれ

1分づつを分けたものと聞かされた。

この比率は，乳業界の規模，流通の方法，

商習慣，規制のありようなど，いろいろの要

因が関与するわけて‘‘一概にはいえないだろう

が，将米に向って検討を要する問題のひとつ

てあろう。また配合飼料の価格も乳代に比べ

たとき割高て‘ヽ，酪農に限らず，インドネシア

畜産のウィ ーク ・ポイントのひとつと思われ

る。

酪農と獣医師

野外における獣医療の需要は，酪農と鶏が

大部分てあるが，後者はいわゆるインテグに

属 し，民間（個人）獣医師の活動分野とはな

りにくい。酪農の発展にともない，酪農組合
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等て‘‘獣医師を雁用するところがて‘‘てきたが，

ある組合ては契約ベースて個人の獣医師を地

区こゞ とにいれて， なかば自由診療の形て` 運営

するという新しい形態が生まれている。

地域獣医療の確保についてみると，そのナ

ービスの内容にもよるが，公的な機関による

サービス，組合などの団体によるもの（共督

も含まれる），個人の自由開業のいずれにも利

点と欠点があり，いちがいにどの方法が， i

た， どのような分担関係がよいとはいえない

だろう。

ィンドネシアの現況は，不十分な公的な支

援に依存せず，組合などの業界組織が自営対

応を進める一方，獣医業の特質を尊重して，

個人開業が成り立つような体制にもっていこ

うというものと理解される。

近年，農業省て‘｀は農村地帯に獣医診療所と

よばれる獣医師 l名，助手 1名の公的施設〇

設置を進めているが， ここも診療需要が増肌

して，経済的にペイするようになれば，ぃb

ゆる開業に移行させるという方向を始めから

打ち出しているのは注目される。

牛のET技術の導入に積極的
ジャ カルタの南，ボゴール市の背後には秀

麗サク ラ山がそびえている。目下，同山の中

腹に建設中の国の種畜牧場は，将来， ET技附

の中枢となることが予定されており，昨秋，

農業大臣の臨席のもとに鍬入れ式が盛大に行

われ，インドネシアにもバイテク時代が到来

したという感がある。



一方，本技術の発展経過，応用の目的など

砂考えて， ET技術はまだ同国には早すぎ

ふ適応困難などとする 声 も少なくない。大

素研究所を含めてこの分野の専門家／技術

者といわれる者は10名内外という 。

訊われの思考法ては， 事業を企画する場

合， 全体的なバランスや構成，それに至る段

即等を重視する 。一方，途上国の一般的な

発應法ては，てきることからやっておき ，他

昧件はちくじ整備するとか， そのときまか

ぜといったおお らかさてある。確かに， それ

（なければ何事も前に進めないといったこと

I: もなるだろう 。

ET技術開発事業にもそんなところがある

札ともかく始めることが大切といったとこ

籾ろう。この分野て‘、も日本の協力が大いに

賄されている。当面の目標として，技術の

碍化（実用に供しうる受胎率の確保） と乳

切増産を目指して，乳牛の受精卵を在来の

肝に移植する方策を検討してみたらと示唆

してし＇る。

これがうまくいけば，毎年，数千頭規模て‘‘

祁から輸入している乳牛の導人事業の外貨

疇になるというメリットもあるだろう。

調とブロイラー
インドネシアても欧米銘柄のフライド・チ

キンは広く普及し，新たな店舗も続々と生ま

nている。味付けにインドネシア的な工夫や

覗的なインドネシア料理をともに提供する

灼の配應がみられるが，一般の嗜好にあっ

［いることも事実てあろう 。

内，地鶏の料理を専門に提供する店も少

,, 〈なく，有名店のひとつは観光て‘‘知られる

グョクヽ‘‘‘／ャカルタて‘‘皆が立ち寄る Jレー トとな

ぅている。こちらのほうも最近は大型化し，

紆IJ化が進んており， いくつかの系列て‘‘， そ

hfれ独特の料理や調理法て‘‘お客を呼んて＼ヽ

る。価格は， およそブロイラーの 2倍，味は

格段に違 うといえる 。

地鶏 とブロイラーの違いは，日本て‘‘いえば

国産和牛肉と輸入牛肉の違い以上かもしれな

い。共存が十分に可能てあり， それぞれに需

要を開拓しているとい えよう 。

それにしても日本ても伝統的な地鶏がいく

つかあったはずて‘，ヽ愛知県などて‘‘は同様な努

力がなされていると聞くが，インドネシア地

鶏の隆盛をみるにつけても，さらなる頑張り

が必要だろう 。その飼い方，味付などにもひ

と工夫がいるのてはないだろうか。

ブロイラーの輸出てはなく，地鶏の肉の対

日輸出の可能性はどんなものだろうか。

ハラル・ミート
ィンドネシアては，年間， 3,000トン程度の

牛肉がホテルその他の高級需要として輸入さ

れているが， その輸入には衛生問題の規制の

ほか， HALALMEATてあるという証明が必

要とされる。

回教の教えては，動物の屠殺にあたって，

お祈り，殺し方，放血等がその決まりに合っ

たものてなければ食用としてはならないとさ

れている（詳細は省略）。これらの甚準に適合

して生産された食肉をハラル・ミートと称し，

輸出国はその証明を行うわけてある。

一方，回教徒が大部分を占めるこの国の屠

畜場て‘生産される食肉は，すべてハラルて‘‘あ

ることになるが，あちこちの屠畜場を訪ねた

事例て‘‘みると， その内容は必ずしも同様て‘‘は

なかった。

なお，輸入肉のうち，豚肉にはハラル・ミ

ートの証明は要求されていない。そもそも回

教徒は，豚肉を不浄のものとして食しないか

らてある

（終）

1993. 1. 25 

畜産技術 1993年8月号 . 



新潟県

「蔀潟21畜産
スプツプアップ
運動」の展開

池田作治 (SakujiIkeda) 
新潟県農林水産部畜産課長
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R 畜産技術 1993年8月号

l はじめに

日本海沿岸のはば中央部に位罰する新潟應

は，東西を越後山脈，白馬山地等の山々に囲

まれ， これらの山岳に源を発する信濃川，屑

賀野川の流域に日本海沿岸随一の広大な越後

平野が広がっており，わが国有数の食糧甚地

として，特に米については「コシヒカリ」等

の全国屈指の良質米生産地としての地位を誇

っています。

2 畜産の概要

当県農業粗生産額3,923億円，そのうち米が

66.2%を占め，畜産は548億円て14.0%を占め

ています。

米を基幹とする県農業は，今後，総合食翡

基地としての地位確立を目指しており，そ0

中て‘‘畜産は園芸とともに複合営農を推進する

ための主要な柱となっています。

3 「新潟21畜産ステップアップ運蘭」
～畜産振興運動の展開～

畜産は農業の中の基幹作目として，経営槻

模，専業化の面て‘‘先荘的な役割を果たしてき

ました。

しかし，今後益々経済構造が高度化する中

て', 21世紀にむけて当県畜産が生き残ってい

くためには，他産業に負けない魅力ある繊楊

として，若者を引きつける産業へと発展して

いくことだと考えます。

そのためには，今後さらに激化する畜産物

の産地間競争に打ち勝ち，畜産主産地として

の地位を確立するとともに，ゆとりある生産

環境を築く必要があります。

現在の当県畜産は，昭和59年度から「にい

がた牛 3づくり運動」，平成元年度から「炉

スト畜産推進運動」を展開し， この間の畜産

物の国際化等の波を乗り越えてきました。

しかし，未だ各畜種とも経営間の技術飩

経営的格差が解消されておらず，引き続き経

一



認普と体質強化を図っていく必要がありま

す。このため，平成 4年度から，生産コスト

麟対策を基礎としつつ，畜産物の品質向上

対策，産地化対策及びゆとりある生産環境対

簾I:よる， 21世紀に向けた魅力ある産業とし

ての地位確立のために「新潟21畜産ステップ

7ップ運動」と名称を新たにし，運動を展開

しています。

9実施期間 平成 4年度~8年度 (5年間）

畜産振興運動の実施状況

S59 60 61 62 63 H I 2 3 4 5 6 7 8 

「にいがた牛 「低コスト畜産 「新潟21畜産

三づ〈り運動」 推進運動」 ステップアップ運動」

0「にいがた牛三づくり運動」

対象：肉用牛

趣旨：肉用牛経営の基本である「人」（経営者能

カ）、「牛」（優良牛）、「草」（粗飼料基盤）に対

する積極的改善姿勢の醸成

0「低コスト畜産推進運動」

対象：酪農、肉用牛、養豚

趣旨：激化する畜産物の産地問競争に対処す

るため、具体的目標を定め、生産コス

トの低減と経営体質の強化を図る。

1)基本目標

註産地としての地位の確立

騎とりある生産環境の整備

11推進目標

謹産物の品質向上推進目標（全体目標）

'I晨0乳成分の向上 ●乳脂率 3.60%以上

●無脂乳固形分 8.70%以上

犀 lo枝肉格付けの向上●肉専用種去勢牛 A 4以上60%以上

●乳用種去努牛 B 3以上50%以上

●肉豚 上物率50%

消費者交流展示物

②生産コストの低減推進目標（個別目標）

ア酪農
0経産牛 1頭当たり生乳生産量の向上

0平均分娩間隔の短縮

0繁殖牛●分娩間隔の短縮

イ 肉用牛
●良質租飼料の多給

●子牛の 1日当たりの増体重

向上

0肥育牛● 1日当たり増体重の向上

●事故率の低減

●飼料自給率の向上

0年間母豚 1頭当たり子豚離乳頭数の

ウ養豚
増加

0肉豚 1日当たり増体重の向上

0事故率の低減

(3) 推進事項

①品質向上

1,000kg以上増加

13か月以内

1年1産

1B当たり Ikg 

以上増加

／／ 0.1 kg以上増加

0 I kg以上増加

肉専用種2%以下

乳用種 3%以下

3割以上の向上

I頭以上増加

SOg以上増加

2.5%以下

• 高品質畜産物生産意識の高揚

• 高品質畜産物生産技術の普及と個別指導

②コスト低減

・低コスト生産意識の高揚と企業的感覚の醸

成

・低コスト生産技術の普及と個別指導

③産地化対策

・県産畜産物の宣伝，普及

・消費拡大運動

・銘柄化

④ゆとりある生産環境の整備

・効率的飼養管理方法の検討

・グルーフ゜化による相互支援体制の整備

・畜産環境美化意識の醸成

・良質堆肥の生産

(4) 平成 4年度事業実施状況

①広報活動

・推進ポス ター作成及び配布（写真）

・運動紹介パンフレット作成及び配布

・シンボルマーク作成及びシール配布（写真）

②講演会の開催

・21世紀に向けて当県畜産が夢のある産業と

して発展していくための展望について，生

産者及び指導者を対象に食生態学研究所長

の西丸震哉氏を招いて「21世紀の食料展望」

畜産技術 1993年8月号 。
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~ 協 墳 全

生産対策事務局

門い酪;ti贔贔;1~fiぷ
（推進,,紅頁 1、 2の,,,業）

閃境対策.,,務局

（県裕産品）

（推進巾項 3、 4のl>業）

地域協議 全

(・Ji務局農政')(務所） 農政,11務所単位 l¥l内 6カ所

m協議会構成 (21団体）

新潟l¥! l¥!ti各連
県農業会浪 m, 名産会

m農協中央全 県農信甚令協全

県信述 l¥l畜伝碁令協全

m経済連 lW求衛指協会

m共済連 l庶伏医師会

l¥l農業共済連 金融公庫

農林中令

下越協議会

新潟協議会

中越協；哀会

魚沼協議会

j追協；月会

佐渡tiu全

畜 産 経 営 者

と題して講演会を開催し，関係者の意識高

揚と経営改善意欲の向上を図った。

③優秀農家表彰

・酪農，肉用牛，養豚各部門について， コス

ト低減の甚本て‘‘ある生産性向上を目指して，

技術成績の優秀な農家を表彰した。

酪 農 牛群能カコンテスト

肉用牛 枝肉上物率コンテスト

養 豚 子豚離乳頭数コンテスト

④啓蒙・技術資料の作成・配布

•新潟県畜産経営指導指標を統一的な生産指

導の資料として，関係機関に印刷配布した。

⑤消費者交流（写真）

• 新潟県農林水産業祭に参加し，特産物を展

示するなど，消費者に畜産物のPRを行った。

⑥地域協議会との連携事業

• 県内 6農政事務所単位に地域協議会を組織．

し，各地域段階ての運動推進のための活動

に助成し，地域協議会て‘‘は，関係機関一体

となった生産者への支援 ・指導活動を展開

した。

(5) 平成 5年度実施計画

①広報活動

②県畜産大会の開催

③優秀農家表彰

④啓蒙 ・技術資料の作成・配布

⑤消費者交流

⑥地域協議会 との連携事業

4 おわりに
平成 4年度は，「新潟21畜産ステ ップア ップ

運動」の初年度として，運動紹介の広報活慟

や畜産講演会をはじめとして，地域協議会と

連携してゆとりある 生産環境の整備を重点に

運動を推進してきましたが， 今年度はさ らに

充実拡充を図り， 21世紀に向けて魅力ある産

業としての地位確立のための運動を初めとし

て畜産に関する知識技術の情報収集・提供

を行っていきたいと考えます。

R 畜産技術 1993年8月号

-



`
¥
l
L
-

文献X情報
,
f
i
4
-

高温時における乳牛の乳量，

乳質に及ぽす飼料中蛋白質の

質と気化冷却の影響
K.H.Chen, J,T.Huber, C.B.Theurer, D.V.Armstrong, 

R.C.Wanderley, J.M.Simas, S.C.Chan, and J.L.Sullivan (1993) 

Effect of Protein quality and evaporative cooling on 

lactational performance of Holstein cows in 

hat weather. ].Dairy Sci., 76:819-825. 

闘硲温時における乳牛の生産

牒ドを最小限にするには，畜舎

翡と飼料給与法の改善策を組み

的せて実施することが必要てあ

訊両者を組み合わせた時の効

〖を検討した報告は少ない 。 本報

昔ては，閑境改善策としては気化

繍砂陰を組合せた方法 (EC)

虹船陰 (S)を取り」-.げ， また飼

圃いしては乾物中のリジン含

t (0 98%: HQ, 0.59%: LQ) 

を取り上げて，両者を組合せた 4

処理について最高気温が30℃ を越

える反場（平均 □最高気温：

35.8℃)にその効呆を検討してい

る。ただし，飼料の蛋白質含祉

(19%)及びそのJレーメン内分解

率 (57%)は各処理て同一 として

しヽる 。

その結果，乳蘭はLQ処理より

HQ処理の）iが11%多く，またS処

理より EC処理の方が 9%多かっ

た。各処理の乳脂抗及び乳蛋臼質

埜については乳果と圃様の傾向に

結膜への滴下でマウスに

スクレイピ一発生
Conjunctiva! instillation of scrapie in 

mice can produce disease 

J.R.Scott, J.D.Foster and H.Fraser 

Vet. Microbiol., 34(1993)305-309 

この研究ては 2系統 (ME7およ

; :i9A) IJ)スクレイビーの脳材料

tl0%の乳斉l」とし、 その 1μ1を

？ウスの結膜に点滴接種して感染

：可能かどうか、潜伏期と神経病

咋O(J変化はどのようなものかを

対したものてある。 その結果、

\!Ei を接種した 55~1( のマウスて,.

渇：：8 D後に23頭のマウスに

祖(j発症が認められた。また、

-,_¥を接種した12頭ては 3頭が

.11ご35B後に臨床症状を示した。

脳ての空胞変性は経n接種などて,.

の変化と類似て｀、サンプリングの場

所によって変化が見られた。さら

にME7を経n的に接種した30頭

中の23頸ての潜伏期は324士4日

てあった。なお、脳内接種て‘‘は

ME7および79Aてそれぞれ166士

1日と 155土 6日てあった。このよ

うに結膜からのJレートは大きな感

染Jレートてはないかもしれないが、

我々が海綿状脳症の材料を取り扱

う場合に眼も十分に保護する必要

あったが，乳成分率は変化しなか

った。乾物摂取歴は， S処理より EC

処理の方が多い傾向にあったが，

飼料中リジン含祉には影郭されな

かった。また体温は， EC処理の方

がイi、なに低く，呼吸数は少なかっ

た。環境改善策と飼料中リジン含

研との間には交互作用は認められ

なかったが， EC処理の泌乳牛の方

が飼料中リジン含址を高めた時の

乳耀の増加批が多かった。

これらのことから，夏期高温時

には環境改善策に合わせて飼料中

リジン含蘭を高めることにより，

乳生産性がより一陪高まることが

ボされた。 また飼料中リジン含紐

を，o:;jめた時の効果は，非分解性蛋

臼質中リジン含祉の増加によると

報店されている 。

（栗原光規農水省畜試）

のあることを示すものてある。

「訳者注：牛海綿状脳症は1986年

にイギリスて確認されて以来、そ

の発生は依然として継続し、国際

家畜防疫上からも大きな問題とな

っている。また、類似の伝達性海

綿状脳症を招く疾病としては緬羊

のスクレイピー、人のクロイッフ

ェルト・ヤコブ病などが知られて

おり、近年は猫などにも類似の疾

病が発生し、問題は一層深刻化し

ている。本病の病原体はプリオン

説が有力てあるものの、感染経路

については不明のままてある。な

お、実験的にはスクレイピー感染

緬羊の脳などをマウスの脳内、腹

腔内、経口的に接種することて感

染の成立することが知られている 。

（照井信一家畜衛生試験場）

畜発技術 1993年 8月号 ~ 
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家畜のセレン栄養状態の
臨床的評価

Stowe.H.D. and T.H.Herdt (1992) Clinical 

Assessment of Selenium Status of Livestock 

J.Anim. Sci. 70:3928-3933. 

家畜のセレン (Se)栄養状態の

推定は直要な問題てあるが，報告

されている1直は測定法間，研究室

間てバラッキが30%以上ある。測

定値に影響を与える要因と，蓄積

されたデータから家畜のSe栄蓑

状態の適切な指標を示す。

分析法として最も一般的なもの

は試料を硝酸・過塩索酸分解し2.3

ージアミノナフタレンと複合体を

形成させ螢光強度を測定する方法

て， この方法が最も比較しうる値

を出す。その他に屯熱原子化後原

子吸光にかける方法，中性子によ

る活性化法，水索化物を原子吸光

にかける方法， ICPなどあるが，い

ずれの方法をとるにしても共通の

標準試料を分析することが重要て‘

ある。また間接的な栄養状態推定

法としてグルタチオンパーオキシ

ダーゼ活性を測定する方法もある

が，試料の保存条件，浴血試薬の

種類に影響されることやSeの添

加に対し反応が遅いこと， またあ

る程度の添加まて‘ヽて活性がフ゜ラト

ーに達するなど問題点がある 。

分析試料としては血清又は血漿

中Seが経口または非経口投与Se

と高い相関があり， また投与に対

し反応が速いという特徴を持って

いる 。全血中Seは赤血球合成速度

に依存するのて反応が遅い。バイ

九州地域における
ソルゴー型ソルガム品種の特性：

九州地域ソルゴー型
ソルガム協定試験結果について

真田康治

日本草地学会九州支部会報

23 48-59 (1993) 

1989年から 1991年の 3か年にわ

たって実施された 『ソJレゴー型ソ

ルガム品種の九州地域協定試験』

の結果を総合的に取りまとめ、九

州地域における各品種の特性なら

びに適応性を明らかにした。供試

品種は FS401R(カ ー ギ Jレ、中

生）、 FS409(雪印、中生）、 FS305

（雪印、早生）、 KCS105(カネ

コ、中晩生）、 SIL099(タキイ、中

晩生）、シュガーグレイズ（全酪ま

たは全農、中晩生）、 SGlA(日

総、中晩生）の 7品種とし、九州

各県の畜試または農試ならびに）し

オフ シ゚ーや剖検試料の場合， Seil

度は骨格筋，肝誡，賢械の順て壻

加する。血漿中Seとの相関[j_げ

れも高い。 Seの毒性をみる場合：i

尿中Seが便利て，尿中トリメチル

セレノニウムが投与他に依存する

という報告がラット，ヒトてIiみ

られる。

家雀の血清中Seは年齢ととし

に増加するようてあるが，蒋積さ

れたデータから成獣の正常値を予

想すると，牛て70-lOOppb,訳

120-150ppb, 馬て`、130-160ppb,

豚て"180-220ppbて‘` ある。肝即

正常Se濃度は畜種や年齢i:I難

なく乾物当り 1.2-2.0卿てある。

ミシガン,J,[,iて行なわれた野外試験

て 2例，豚と馬のSe中批が報告さ

れたが，乳牛に比べると血情Se:;

度が高いようてある。反協卯）I物｛

はJレーメン細菌やJレーメン即境が

Seの利用率を下げていると考i

られる。

（鎌田八郎 震水省畜試）

州牒試て栽培試験を行った。闘

期は 4月下旬から 5月下旬とし、

刈取りは年 2回て‘` あった。

九州地域におけるソルガム '1

タリアンライグラス作付体系を崩

提にすると、中晩生の 3品種

(KCS105、 シュガーグレイズ、

SGlA)が 1番草の収屈及び糖度

が高く、台風に対する耐倒伏性1:

優れるために適品種てあると考察

した。 また、今後の問題点として、

早生及び中生の優良品種の選印

育種、ならびに台風害を囮避する

栽培技術の確立が指摘された。

（小川 恭男九州農試）

⑩ 畜産技術 1993年8月号



ファスト・トラック
本郷秀毅 (HIDEKIHONGO) 農林水産省畜産局畜政課

1993年1月20R,共和党のブッシュ大統領から

註党のクリントン大統領に米国の政権が交代し

：以来，ウルグアイ・ラウンド貿易交渉と米国の

詮斜義手続きとの関連て・・, 新聞紙上等に「ファ

スト・トラック」 という言葉がしばしば登場する

けになった。他方， 92年11月の米・EC間のいわゆ

；「ブレア ・ハウス合意」を受けて， 93年 1月よ

り，ガット貿易交渉委員会において 4つの路線に

渇交渉を同時に，かつ，早急に行うようダンケ

嶺長からの提案があり， この第 1の路線（市場

7クセスに関する交渉）を第 1トラックと称して

いる。カタカナ英語に直すといずれも「ファスト ・

卜うック」となるためまき‘`らわしし、が， ここては，

鰤米国の議会審議の手続きてある「ファス

ト • トラック」について解説する。

細ては，憲法により外国との通商交渉権限が

紐与えられているため， i義会は 4, 5年毎に

定める包括通商法によって，一定の期限を定めて

壊領にその交i歩権限を委任する仕組みが取られ

a、る。

ウルグァイ・ラウンド，北米自由貿易協定

IMFTA)等広い分野をカバーする一定の通商

筍一ついては， i義会て部分修正を許せば交渉全

籾パ、、
ノケージを崩壊させる危険を伴うことから，

:v)関連法案の議会審議に関 し，①関連法案につ

疇りな修正を認めず，一括して賛否の採決を

り）こととするとともに，⑫嘉義会ての審議日数を

饉90B間に限定する， という記騎叡義の手続き

揺通商法に定められており， これが「ファス

トフック（迅速審議）」 と呼ばれているものて‘

これまてのファスト・トラックは93年 5月318

まて‘‘に大流充領が署名した協定に適用することとな

っており，大統領は，協定に署名する場合には，

署名の90日以上前まて‘‘に議会に通報しなければ

ならないこととされていた。したがって， これま

てのファスト・トラック手続きを利用するために

は，遅くとも 93年 3月2日まて‘‘に議会通報を行わ

なければならなかったわけてある。このため， こ

れに先立って，クリントン大統領及びカンター通

商代表は，ファスト・トラックの期限延長を議会

に求める旨表明していたが， 4月27日に至り漸く

法案が議会に提出される運びとなり，下院及び上

院本会議ての可決を経て， 7月4日，大統領によ

る署名がなされたところてある。

それによれば，ウルグアイ・ラウンドに関する

ファスト・トラックの延長内容は次の通りてある。

①大統領による協定への署名期限を93年 5月31

日から94年 4月15日まて延長する。

＠濡義会への通報期限を「署名の90日前」から「署

名の120日前」に変更する。（これにより，遅くと

も93年12月15日まて‘‘に議会通報を行わなければ

ならない。）

③関連法案に関する議会の審議日数は90日のま

まとする。

今回の米国政府によるファスト・トラック延長

の決定により，今年末が，ウルグアイ・ラウンド

交渉の実質的な期限として新たに浮かび上がって

きたといえよう。
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馬は中南米が，馬以外の畜種はア

ジアが最大のシェアを占める。

特に山羊，豚ではアジアのシェア

は 5割強とな っている。

地域・国 馬

アメリカ合衆国 5,650F 

カナダ 415F 

中南米 23,391 

アルゼンチン 3,400* 

プラジル 6,200F 

アフリカ 4,943 

アジア 16,555 

中国 10,174 

インド 965F 

インドネシア 750F 

タイ !BF 

日本 24F 

ヨーロッパ 4,287 

デンマーク 38F 

フランス 322 

ドイツ 491 

イタリア 280F 

オランダ 65F 

スペイン 241F 

イギリス 170F 

太洋州 480 

豪州 310F 

NZ IOOF 

ソ連 5、900F

合 計 61、620

一
家畜の飼養頭数(1991年）

次いで， 牛では中南米，羊では太

洋州とアフリカ，山羊ではアフリ

カ，豚ではヨーロ ッパのシェアが

対前年比では，渓島が約3%増，山羊

と馬が約 1%増，牛と豚が横I!い，

羊が 1%減となっている。

吉ぃ
向 。

牛

98,896 

12、369

324,329 

50,080* 

152,000* 

191,471 

399,274 

81,407 

198,400* 

I0,350F 

6,052 

4,863* 

120,453 

2、220*

21,446 

19,488 

8,647F 

4、830*

I ,675* 

11,846 

32,213 

23,430 

8,200 

115、600

1,294,604 

羊

11,200 

780 

117,492 

27,552* 

20,300* 

216,510 

357,561 

112,820 

55,700* 

5,750F 

178 

32F 

145,596 

11 I* 

11,490 

3,240 

I 1,575F 

I, 800* 

24、500*

29,954 

219,781 

162,774 

57,000 

134、000

1,202,920 

山羊 豚 籍

I, 780 54,427 I ,520F 

28F 10.516 I 14F 

37,139 78,195 I ,317 

3,320F 4,464F 45F 

12,SOOF 35,000* 570', 

187,314 17、268 890 

343,725 435,708 4,727 

97,378 363,975 2 ,077F 

112,000* I0,450F 380F 

I I ,300F 6,800F 590F 

140 5,000* I 14 

34F 11,335 335F 

15,865 181,016 I, 252 

9,489 16F 

1,236 12,239 2 I 3 

90 30,819 I 06 

1,229F 9,520* i38F 

35F 13,788* I 03F 

3,700F 1 s, 1 oo• 51F 

7,379 122F 

I ,834 4,369 8-1 -

730F 2,530 6-2F -

910 400 -IO-F 

6,600F 75,600 I, i6一0F 
594,286 857,099 11,061 一

資料 ：FAO「ProductionYear Book」 (1991)

単位：鶉は 100万羽，その他は 1000頭

注： F印のある数値はFAQの推定値

＊印のある数値は非公式数値
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一
平成 4年度の農家経済

瑣別にみた農家経済の主要指標

領 l戸当たり平均）

域 4年度における農家経済

領販売農家 1戸当たり平均：

精）をみると，農業所得は，野

；，畜産収入が減少したこと及び

躾生産資材価格の上昇等により

棟経営費が増加したものの， 稲

作収入が前年の台風等による収入

減から回復したことなどにより，

前年度に比ぺ， 2.0%増加した。

また，農外所得は，農外収入の

主体をなす労賃俸給収入が景気低

迷の影蓄を反映して伸び率が鈍化

したことにより 2.3%増加し，年

金・被贈等の収入は， 0.7%増加し

た。

この結果，農家総所得は，農外

所得の伸びの鈍化等から 1.9%の

増加にとどまった。

平成 5年 3月末現在の貯蓄残高

は2,723万円で，年度内に7.4%増

加した一方，借入金残高は246万円

年度内に 1.2%減少した。で，

区 分 対前年度増減率

得

得

得

入

得

）

担

得

費

）

剰

収

費

余

得

負

の

所

所所

t
 

-＿1-c 

所

所

所

諸
等

総

済

贖

総

家

課

分

計

家

経

益

費

質

金

金

況

世

地

括

被

農

収

営

面

総

業

外

家

公

均

耕

の

・

家

質

処

ー

粗

経

実

家

平

営

済

金

実

税

業

業

経

月

経

家

農

農

農

年

農

（

租

可

家

（

農

現

現

減

概

農

農

農

貯

帯員

面積

（人）

(a) 

収 入

償

蓄

年度始

年度

入金

年度始

年度

分析指標

農業所得率(%)

世帯員l人当たり可処分所得（千円）

世帯員 l人当たり家計費（千円）

エンゲル係数（％）

平均消費性向(%)

資料：農林水産省「農家経済調査」

注： 1 年金・被贈等の収入とは，年金，被贖水田農業確立助成補助金，農業共済金，出稼ぎ収入等である。

2 農家総所得及び家計費のデフレーターは，農村消費者物価指数である。

3 △印は，減少を示す。

4 貯蓄及び借入金の対前年増減率は，年度始め現在高に対する年度内増減額の比率を表示した。

5 農業所得率，エンゲル係数，平均消費性向，農業現金収入の構成比の対前年度増減率は，対前年度差である。

借

め

末

め

末

支

却

金

平 3 (概算）

干円

4.36 

164.9 

額

4 (概算）

千円

4.36 

168.0 
0

9

 

．． 

0
ー

％ 

現在

残

現在

残

高

高

高

高

出

費

I 399.4 

5 401 .0 

6 800.4 

I 768.0 

8 568.4 

I 404.4 

7 164.0 

5 357.6 

I 806.5 

3 690.7 

3 471 .0 

2 291 .3 

I 798.3 

498.3 

22 598.7 

24 584.5 

2 516.5 

2 564.8 

I 427.7 

5 522.9 

6 950.6 

I 780.8 

8 731 .4 

I 475.6 

7 255.7 

5 470.3 

I 785.5 

3 754.2 

3 549. 7 

2 326.6 

I 836.7 

488.3 

2.0 

2.3 

2.2 

0.7 

1.9 

(0. 7) 

5.1 

I .3 

2.1 

(0.9) 

△ I .2 

I. 7 

2.3 

I .5 

2. I 

△ 2.0 

25 367. I 

27 233.8 7.4 

2 493.7 

2 463.8 △ 1.2 

37. 9 

I 643. I 

I 228.8 

21.3 

74.8 

38.0 

I 664.2 

I 254.6 

20.6 

75.4 

0.1 

1.3 

2. I 

△ 0.7 

0.6 
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京都府畜産技術連盟

1 京都府畜産技術連盟について

本府て‘‘は，閥畜産技術協会の発足に伴い，

平成 2年10月，旧畜産技術連盟の会員をもっ

て設立しました。平成 5年 4月現在，総会員

数は62名て‘‘会員の構成は，近畿農政局職員が

13名，京都府職員が41名，畜産関係団体職員

が 4名及びその他 4名となっています。事務

局は府畜産課内におき，諸事業を通じて新規

会員の加入促進，研修会，畜産関係者相互の

連絡強化等に取組んています。今後も事業目

的の周知徹底を図り，組織の強化・充実を推

進していきたく考えています。

2 京都府畜産の概要について

本府の畜産は，農業経営において重要な位

置を占めており，最近の食生活の向上による

畜産物需要の伸び等に支えられ，平成 3年に

おける府の農業粗生産額の約18%を占める

151億円て‘ヽ，米，野菜に継ぐ本府農業の基幹部

門となっています。

畜種別には，乳用牛47億円 (31%), 鶏卵47

億円 (31%), 豚21億円 (14%), プロイラー

17億円 (11%)' 肉用牛16億円 (11%)及びそ

の他 3億円 (2%)の順になっています。

家畜の飼養頭羽数については，別表のとお

りて，乳用牛，肉用牛ては減少し， また農家

戸数につい ても種鶉を除き他の畜種すべてて‘‘

減少しています。こうした情勢を踏まえ本府

ては安全な畜産物の安定供給を目的として，

内外価格差の縮小のため生産コストの低減を

図るとともに生産物の品質向上を進め，畜産

経営の安定と地域農業の発展を目指し次のよ

うな施策を実施しています。

先ず，畜産経営の安定を図るために，経営

の大型化や専業化にともなう生産基盤及び施

設の充実に努め家畜の能力向上のため検定事

業の推進，家畜防疫及び衛生の徹底，価格安

R 畜産技術 1993年8月号

定対策，酪農ヘルパー及びス ーパーカウ0)眉

殖事業等を実施しています。次に畜産面駁

造成整備て‘‘は，草地・飼料畑の造成整備精

舎等の整備を総合的に行い， 自給飼料基堕I:

立脚した健全な畜産経営農家群を育成するt

共に既存畜産地帯の再編整備を図っていH。

第 3点目の肉用牛の振興は，昭和60年度から

プランド化した「京都肉」を引き続き広（薯

及・定着させていくことを初め，牛肉輸入且

由化関連対策として平成 2年度には目の鯖

子牛生産者補給金制度に合わせ府独自措置t

して京都府和牛子牛生産者補給金制度を実脆

しています。平成 5年度からは受精肌移翻

用による優良子牛生産モデル事業等を実施し

て行く予定て‘‘す。第 4点目は，飼料作物呪

産拡大対策てありますが飼料自給率を裔め畜

産物の低コスト化を実現するため作付面積0

拡大と作業の集団化を推進しています。彰

点目は， 畜産環境対策て‘‘， これは地域の特産

化や丹後国営農地開発が進み地力増強の必要

性が一層高まってきている中て‘ヽ，耕畜連携I:

よる畜産振興とリサイクル農業のための土づ

くり対策を積極的に推進しているところてす。

最後に，試験研究の充実と新技術の普及につ

いては，特に受精卵移植技術による大家畜0

改良増殖を図るためバイオテクノロジーを応

用した高度な畜産技術の開発普及に積極的1:

取組んて‘‘います。本年度も国からのご支援I

御指導を項きながらこのような事業を中心i:

本府畜産の振興を積極的に推進してまいり［

いと考えております。

今後とも当連盟へのご指導，ご協力をお願

いします。 （中西龍）
1日現在）［別表］ 家畜飼養状況 （平成 5年2月

単位：戸，頭，千羽

区分

乳用牛

肉用牛

豚

採卵鶏

プロイラー

戸数

255 

434 

67 

l、260

65 

--r--__________, 
頭羽敷--8、I23 一8,925 ----42, 797 ----I, 525 一857 （府畜産印翡ぺ）
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祇日本食肉格付協会の紹介

1設立の経緯

bが国における格付事業は，昭和37年に豚

鷹蕃て畜産物価格安定法による畜産振興

事業団の買上げを契機として初めて行われ，

巽協会の前身てあった（柏日本食肉協議会

りー事業部門として行われた。 その後，食肉

嘘給の伸びに伴って大羅かつ広域的な流通

へと変遷し，将来的な情報取引も踏まえて，

定められた規格によって公正な取引が行われ

以う，より公正的な性格をもつ食肉格付機

飼必要性が高まり，畜産振興事業団，都道

龍，全国段階の生産者団体，流通団体を会

飢して昭和50年 2月に日本食肉協議会から

闘事業部門を分離継承して設立され，畜産

靡格安定法に基づいて農林水産大臣から指

定されたわが国唯一の食肉の格付機関として

紐に至っている。

1協会の概要

当協会の会員は前述したように現在55会員

ぐ，これらの会員からの出資金は44億 4百万

扇っている。また，組叡栂成は平成 5年

!月現在て，本所（東京駿河台）のはか 6支

所（北海道，東北，関東，東海北陸，近畿・中・

随，九州）と全国94事業所となっている。

叩巖員数は理事13名（うち常勤 2名）， 監事 2

各，町員は262名（うち格付職員245名）てある。

！事業の内容

当協会の主な事業は

]I牛．豚枝肉，部分肉の規格格付

喰肉格付員の技術研修および養成

疇の規格取引の普及推進

北っている。

l 
牛・豚枝肉格付事業

先ず，格付について簡単に述べると，中央

― ‘  
及び地方食肉卸売市場，食肉センター等にお

いて処理された枝肉について農林水産省畜産

局長の承認を得て定められた規格に甚づいて

格付を行い，それぞれの等級を決め，等級に

基づく適正な価格の形成を図ることによって

生産・流通の合理化に大きな役割を果してい

ると云える。

格付場所も年々拡充し，現在て'1よ北海道か

ら沖縄県まて‘ヽ，事業所の分室を含めて全国の

126カ所において牛・豚枝肉の格付を実施して

いる。因みに平成 4年度における格付頭数は，

牛枝肉が約1,028千頭て‘，全国と畜頭数に対す

る割合（格付率）は70%てあり，なかても和

牛去勢及び乳牛去勢は83%,82%と高い割合

となっている。また，豚枝肉は10,285千頭て‘‘

格付率は54%となっている。

格付の結果については，生産者が次の生産

のために，さらに経済性の高い肉畜生産が可

能となるような指標として活用て‘‘きるように

その都度，フィードバックし， また，全国の

格付実績や枝肉の重量，品質及び欠格要因等

の調査分析を行い，四半期毎に「格付結果

の概要」として公表し，肉畜の資質向上に資

するよう努めているが，今後これらの情報活

用が，さらに一層充実したものとなるよう努

力していきたい。

5 部分肉格付事業

農林水産省の承認を得た全国統一規格によ

り，全国263カ所の部分肉認定工場において，

その工場の職員に一定期間の技術研修を行っ

たのち，委嘱した567名をもって格付を実施し

ている。なお，平成 4年度における格付数量

は牛部分肉18,600トン，豚部分肉33,400トン

となっている。 （管理部長 秋山茂男）

畜産技術 1993年 8月号 . 



｀ 「牛か単為生殖で妊娠！」に思う。

受精しないままの卵子を細胞分裂させる単

為生殖て‘‘牛を妊娠させることに成功し，妊娠

40日を経過した旨の記事が新聞に掲載されて

いた。順調にいけば，米年 3月に子牛が生ま

れるが，出産まて‘‘こぎつけることがてきるか

どうかはわからないとのことて‘‘ある。

この技術が確立されると，雄の遺伝子の影

響を受けないて‘ヽ，母牛と同質の子牛を生産て‘

きることから，家畜改良特に優秀な種畜の生

産，ひいては乳肉の品質，生産性の向上につ

ながる画期的な技術と考えられる。畜産農家

の経営に与える影響は計り知れないものがあ

るのてはなかろうか。畜産に関与する者とし

て， この技術が早期に実用化されることを期

待するところ大てある。

哺乳動物の単為発生による妊娠は，マウス，

ウサギなど小型の動物て‘‘成功した例があるが，

分娩まて至らないということが定説となって

いるようて‘ヽ，牛のような大型哺乳動物ては今

回の妊娠例が世界て初めてとのことてある。

しかし，哺乳動物以外の動物ては， 自然界

においてはアブラムシ， ミツバチ等の昆虫が

単為生殖により繁殖しており，魚類てはギン

ブナが雌性発生により繁殖していることが知

られている。水産分野においては人為的に雌

性発生又は雄性発生させ， これを利用して有

用性の高い魚（魚体の大型化等）を作出する

技術に関する試験研究が進められている。特

に，ヤマメ，ニジマス， アマコてては全雌 2倍

体又は全雌 3倍体魚の実用化が進められてい

る。

畜産て‘‘用いられている繁殖に関する技術て‘

R 畜産技術 1993年 8月号

実用化されている主なものとしては， AI投

精技術，受精卵移植技術，体外受精技術屈

がある。これらは人へ応用てきる技術てもあ

ることから，不妊て悩む夫婦や，未婚の女性

にも応用されたりして，医療の世界ては倫理

上の問題を引き起こしたりしている。

畜産の世界ては単為生殖技術の実用化翡

たれるところてある。 しかし，この技術が人

に応用された場合を考えると，身の毛がよだ

つ思いがする。つまり，父親なして母親のみ

て母親と同じ追伝子を持った子供（人間） 0 

誕生となり，「クローン人間（？）」を作り曲

してしまう。これまての人工授精技術等と1ふ

比較にならないはど， その影響の度合が大ざ

い技術といえるのてはなかろうか。

したがって，動物を対象とする試験研究0

実施に当たっては， その成果・技術が食品0

安全性，環境への影響はもちろんのこと， A(:

与える影響，特に，人の倫理上の問題につじ

ても配慮することが重要て‘‘はないてしょうか,,

特に，畜産分野の研究者は，乳肉の品質，生

産性の向上等経済的観点のはかに，その対象

が高等動物てあり， その技術が人工授精技棉

受精卵移植技術のように比較的容易に人にも

応用てきる技術てあることを考えると，鰭

やマウス等の動物を対象とする試験研究者1:

比べ，人の倫理上の問題に対してよ り一層〇

配慮が求められるのてはなかろうか。

最後に，今回の妊娠胎児が順調に発育し，

無事誕生し，畜産の未来を切り拓く技術とし

て確立されることを期待するものてある。
（志柁尾）

____.... 
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峡畜産会全国優良畜産経営技

発表会が開催される

咀法人中央畜産会主催による

: ~5 年度全国優良畜産経営技術

翔会が， 7月6日に九段会館で

11された。 審査の結果， 農林水

澁賞に岡山県八束村の万庭正

雌濃），畜産局長賞に，宮城

嘔町の小関徳男氏（酪農）， 三

H鵡町の内田清文氏（酪農），

熊本県合志町の松田典房氏（酪

農），兵庫県洲本市の薮内千恵子氏

（肉用牛），広島県美土里町の山岡

正美氏（肉用牛），岩手県北上市の

昆野先男氏（養豚），新潟県広神村

の桜井富佐子氏（養豚）が選ばれ

表彰された。

また，表彰の後，「女性からみた

これからの新しい畜産経営」とい

うテーマでシンポジウムが行われ，

活発な討議が行われた。

■ •雇饂力傭耀 噂

賄協力の動き

II栂3年7月）

叩9案の派遣〉

咽天津酪農業発展計画・短期

i行家（乳牛飼養管理）古関次

~I象畜改良センタ一宮崎牧場）
笥＇）・ 23~10・13

囁l派遣 •長期専門家 （疫
忠）長野整ー （畜産技術協会技

i:参与） 1991·7• 10~1994・7・ 

詞延長）

＂団の派遣〉
こヽ

ゾゴル国ウランパー トル市乳

製品加工施設整備計画基本設計

調査団： 1993·7·1~7• IO 

〇モンゴル国ダルハン市食肉加工

施設整備計画基本設計調査団：

1993•7•2~7·IO 

3 く研修員受入れ＞

〔 〕内は主な受入先

〇集団コース・鶏育種•生産技術：

8名（中国，インドネシア，イ

ラン，マレイシア，パラグアイ，

フィリピン，タンザニア，タイ）

1993-6-I ~10・8 

0 II ・受精卵移植技術：

◎日本農業パイオニア賞表彰式が

開催される

社団法人全国開拓振興協会主催

による第 3回日本農業パイオニア

賞の表彰式が 7月19日に虎ノ門パ

ストラルで開催された。畜産部門

では，農林水産大臣賞に栃木県矢

板市の田中巳代治氏（酪農），畜産

局長賞に宮崎県えびの市の今別府

賓男氏（肉用牛肥育），構造改善局

長賞に青森県東北町の蛯名敏則氏

（乳肉複合）の各氏が表彰された。

6名（モンゴル， タイ，パラグ

ァイ，メキシコ，ネパール，フ

ィリピン） 1993·6·22~9•30 

〇パラグアイ家畜繁殖改善計画：

1名（畜産事情）〔家畜改良セン

ター〕 1993・7・I 1~7・24 

〇中国天津酪農業発展計画： 3名

（飼養管理，血液型分析，種雄

牛管理） 1993·7• 12~10・21 

0バラグアイ養蜂開発計画： 1名

（養蜂飼養管理技術）1993・7・ 

27~11•2 
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地方だより

層
〇仙台家畜保健衛生所病性鑑定課

設立20周年並びにPr.2000達成

記念祝賀会を終えて

平成 5年 2月26日，仙台家畜保

健衛生所に病性鑑定課が設置され

て20年を迎え， くしくも病性鑑定

受付台帳2、000番を記録したこと

を記念して祝賀会が開催された。

出席者は歴代の病性鑑定課出身者，

本家保所長及び家畜衛生を共通認

識として一体的に取り組まれた関

係者約33名の小さな記念パーティ

ーではあったが，手作りの記念誌

を作成し，出席者一同で病性鑑定

課業務の足跡と歴史的背景を偲ぷ

とともに，本業務の公共的役割り

を再認識し，かつ獣医畜産技術が

明日の畜産振興の一助となるよう

決意を新たにした。

また，出席者全員の心温まる浄

財により病性鑑定課に大型プロジ

ェクターが記念品として寄贈され

た。

祝賀会の内容については本県の

病性鑑定成績集録に明記し，後世

に残すこととした。 （松本忠）

｀ 0 「ふれあい畜産フエア」の開催

ふれあい畜産フ エアーが 8月22

日（日）に福井県上中町にある福井

県嶺南牧場で開催されることにな

りました。

R 畜産技術 1993年8月号

これは，昨年度県主催で行なわ

れた「若狭牛の里モウモウまつり」

につづいて開催するものです。 自

然のなかで，県民が家畜とふれあ

い，地域特産物の消費拡大を図る

とともに，畜産振興に対する理解

を深めるため，今年は福井県の嶺

南地区 8市町村，農協などで組織

する嶺南地域農業活性化対策協議

会が実行委員会を作り開くことに

なっています。

当日は，若狭牛のパーペキュー

大会，各市町村の特産品展示即売

会，牧場見学などが予定されてい

ます。

0「ふくいポークF母豚の譲渡は

じまる」

福井県が銘柄化を進めているふ

くいポークの親となる高能力F,母

豚の農家への譲渡がはじまった。

これは，県内で生産される肉豚

の交配方法を統一し，肉質の揃っ

たふくいポークを生産するため，

畜産試験場で生産した LW種母豚

およびデュロック種の雄を農家に

供給するものです。

これとあわせて，畜産試験場で

はLW種母豚の繁殖能力の向上試

験や子豚の発育試験も行うことに

しています。

予定では，ふくいポークとして

市場に出荷されるのは，平成 6年

3月ごろの予定です。

（佐々木一恵）

:五~
0 「クローン牛の誕生についも

「核移植技術によるクローンと

第 1号」が本年 1月18日無裏記

（雄23kg) しましたが，これば

近畿大学農学部角田教授の指導0

もと県畜産試験場スタ ッフが3左

がかりで得た成果でもあります

具体的には，奈良県食肉菰泊セ

ンターでと畜された和牛の能牛O

中から血統が優れ肉質の判朋し/;

未受精卵を採取し，これに優秀な

精液を体外受精させ，核移植を行

った卵子を，平成 4年4月17日1:

乳牛に移植，今回の成功に至りi

した。今後， 「受胎率の向上」「士

産予防」「子牛の育成成籟」など0

課題が山積していますが，当邸

「核移植胚の凍結技術の確立」を

目指すこととなっています。

第 1号は「熱高」と名付けられ

発育も順調で，肥育データー樟

跡する予定です。また， 第2号が

ーとが見込i6 月下旬に生まれる—
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9畜産分野における技術協力の要訥はィ咋実に打り大するばかりてなく，その内容も多様化 しております。(t±)畜産技術
蛉としては，畜産に携わっている技術名の皆様方に，悔外技術協力に対するこ‘‘理解を一）粋深めていただくととも
らflら派迅専門家として洵外に赴き，より多くの開発途上国の人々と技術交流を通じた相互理解を深め，さらに
冽椙験をもとにII本の畜産の発展に貢献していただければと思っております。

．粉畜産技術協会は、畜産に関する国際協力を事業目的の一つとしており，海外派遣のた
めの人材登録の業務を行っています。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登
録されることをお奨めします。

9樹本的には「池外における畜廂技術協力専門家派遣についての意向調査票」に記人いただき， 当会にご提 出
喰だくだけて登録されます。調査票については，下記にお問い合わせ下さい。

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-2301 (代表） Fax.03-3836-2302 

●●●●●一----------------------------------------------------------------------------り受精卵移植関連専門家の募集
雌、海外か ら技術専111I'家の派逍要請が 日本に対し多くな ってきております。特に、最先端技術て あ`る受！
輯 紺叫具lしては、 1年を超える長期だけてなく、 3 -6ヶ月の短期専門家ても要請される件数が増加し 、
：ざています。

海外協力に御伐l心のある）jは、 ド記の券集要領の梢報を当協会まて連絡下さいませ。 ！ 
,r-しい赴仔先の・M廿等の梢報は、応券された）jに個別に連絡いたします。獣医師てあるかどうかは問いま！

訊。

吐要領（平成 5年度派造）

l受精卵移植の専門家氏名

；所屈 ・iJ所 ・屯話番号 ； 
，受精卵移植に関する研修コ ース、 実務経験年数

］赴iI希望地

I, 赴任希望期間 長期又は短期

麟希望時期（例） 1994年 2月から 2カ月Ii¥]、1994年 5月から 1年間
iその他（特記した し、1噸）

. 1叫（郵便又はFAX)

硫技術協会板橋 部長あて

FAX番号 03-3836-2302 

＼応ら｝期限 1993年11月末FL

···-----------------今----------------—________________________________________J 
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セレン欠乏で見られる饂床症状

母牛
I 

●乳房炎●胎盤停滞●卵子の受精率低下

●卵胞のう腫●免疫携能低下

ポイント

子牛

る 痢・起立困難・哺乳不能などの虚弱症候群

●成長阻害●突然死●白筋症●免疫携能の低下

動物用医薬品セレン配合総合ミネ
ラル固型塁

紐主如り1
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